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陳情第　　 ４１　　号

陳　情　者

【Ｘ療費助成制度について

大阪府大阪市浪速区

大阪府保険医協会　他８ 団体

宇都宮　健　弘

Ｋ薬品の公白４Ｊ保険竟四、外などの方針の撤回 を求めるｔ見書採４宍の瑞、殱書

陳情のＦ大ｉｌ容

盛夏の候、ま すま す御健勝のこ とと お慶 び申 し上 げま す。 日爆は市Ｒの暮ら しの ため にご奮闘い

ただ き、 深く 感謝いた しま す。

２４年１０ＪミＪ から、後発Ｅ薬品のある先発Ｋ薬品（長期収載品）がミ定療養とな り、 患者が後発Ｋ薬品

（ジ ェネ リッ クＫ薬唇）がある 薬で先Ｗ匠薬品の処方 を希回し た場合、 特別 の料金（先戞を薬品と

後Ｗ瓲薬品の価格をの４分の１キ目脇の料金）が別ま徴収されるこ とに なり まし たｏ

また 、一部Ｋ薬心１の保険適郢兔外や・定療養化か次年度の予算編成に 鸚けて政党や社務省、 厚労

省で議論されてい ます。

こう した 国の動き は、 住ＲＸ求 にあづき 各自 治体の 哢`力 で拡充・ 無償化がをんでい る子 ども Ｋ療

徽助霞叭度な ど自治体が実施している獸療賛助成覬度ではカバーで きないｔ者氣担をを生させるも

のであり 、住民のいのちと健康を守るための 自治体の独自施策の効来を扇め るも のです。

数年来校いている物価高騰や実質賃金の低下などのも とでＥ療麌、助成制度が住民のいのちと 健康

を守るために来たす役割は非常に大きく 、制度の拡充が強くｔまれているこ とから、 堺市議会とし

て国 に対 し医薬品のな自り保険・ＪＩ目 は外などの方針の撤回 を求める 「意見書」を あげていただ きたく

存じ ます。

ご検討のほどよろ しく おＷい申 し上げま す。

１

受ミ年万 日　 令和 ７年 ７Ｊ１８日





嶌殱第　　４２　　倚（議会ａ営 ・総務せぽ・ 市Ｒ人権 ・健康福祉・ 産業環境 ・戮薗い攵赦委員会）

陳　情　者

行政にかかる諸問Ｓについて

堺市北区

新日本婦人の会堺支部

支部長　長川堂　 いく子

大　戰　ますみ

戛　口　 和　美

陳情のＦ大ｇ容

私た ち新 日本婦人の会 は、 ジェ ンダー平等を めざすを場か ら、 若者や子育て耻代から 翦齢者まで

の幅宙、いｔ代の会長のＷいや要求をほみ上げ、 様。４・ な生きづらさ を解消できる よう にと草の根のＪ

動を進めています。そのため最も４近な市政に対して、獸今市の権Ｗ、と財汞を大いに活かし、市民

が主人ぬで誰 もが安心 して暮らせる堺市であ って ほしいと 切実に願っており ますｏ

また大Ｒ府民としては夢洲の大Ｒ・ 関西万博の建設箙がかさみ、撤去費Ｊ４４な どあわせればさらに

聡大な税金が使われ、 府民の戮担が増えるのは虱らかですｏま して防災対策やイ ンフ ラ整備、 交ｊｎ

手段の安をが確保でき ない危険なと ころ に、 子どもたちを見学に行かせるのはンド安です。今は多発

する災害の防災対策、 被災地支援に、国も大阪府 ・市も力を入れるべきではないでし ょう か。 堺市

とし てり Ｉき 続き 万博 ・ＩＲカ ジノ 中止 につ いて議論 し、 検討 して くだ さい。

ｔ界各地で政翕状態が恒常化し、日本も基地ち、化や 日米共回訓練、専守防衛の五回Ｒ念を逸脱する氣

争をする国づくり への準備がすすめられていますｏ戦闘状態は一刻も早 く終結し、アジアの緊張状

態をなく すために も堺市も ｍに対して、 憲法を守 り、 日本は府の役割を来た し平和に貢献する よう

求め てく ださ い。

また市Ｒの命 とく らし を守るた めの社会保障の予算の増額 をｍ に対 して要望 して下さ い。

「自治体と市民の繋がりの９化」「安全 ・安心のｍＴづく り」 「福祉・ 教育の充実」 「子 ども の笑

顔あふれるＵづく り」 の実現を鼈う 市Ｒの声を聞 き、 十哘議塩を尽 くさ れる よう 、こ こに嶌脆いた

しま す。

－３－



＜陳情事項ン

１． 長年にわたつて棚上げされてき た「５１択的夫婦別姓制度」がＥＫ】会で２８年ぶり に議論の俎上に

のり ました。 結婚後の姓をＳ在の回姓制度ではな く、 自Ｆｈに 「ｌｉ択」できる よう にする民法の

が．Ｅが実現する よう 、市議会として国やＥｇ］台にせしてその導入を求め る・１１書を提ｍ して くだ

さい。

議会運営委員会審査分

２． 広報さかいの議会の動きのページを充実させてく ださ い。 他の 自治体が発行 している 「議会

だよ り」 を参考に して改善して ください。

総務財政委員会審査分

３． 広報さかいの更なる紙面の充実を要望し ます。ま た宅ｔ業者まかせの髱布への苦情の対らも

「市の責任」 で行なってく ださい。

４． 市役所な ど経費削減のためか、 庁「ち」 の照明を暗く されてい ます。しかし来庁 される視覚障が

い者 （扇視の方） から は、 エレベー ター ホールが暗く 又ボタンがわかり にく い、 トイ レの前が

暗く て入 りづらい等の声がでていま す。 市役所やタ的な施設をバリ アフ リーで利ｍできる よう

に改善し てく ださ い。

５． 堺市 とし て、 高校 ・大学卒業生の才１簿 を自衛官募集のために、生徒の個人情報を提供して各

家庭に資料を髱布させないでく ださ い。 また 自衛ほへの情報提供のは外申請が羝来る こと を市

Ｒに周知を強めて ください。ま た中学卒業生に陸上自衛鶚、工科学校生徒募集な どをを付 しな

いよ うに 、関翳当 ＪＳ に・まし てく ださ い。 自治会の 回覧 も最亟ニ よく みかけま すが、戦争に まき

こま れる万能性のある 自衛隊の勧誘を、 各ア＝ｆ に回覧しないでく ださ い。 また 自衛隊勧誘を ポス

ターなどで・や学校に貼るのはやめてく ださい。

６． 税金は軍事９に使うよ り、 蒭］ 」ミの暮 らし を守るためにまう よう 、市 としてｍ に・ましてくだ

さい。

７． 今回のＸ挙は期日前投票が過去最高だと報道されました。 今回北区では、イ オンモール北征

日ヨ店で２日 聡に ほり 期日 前投票所か℡けら れま した。堺市孤外で も大学や高校、公共的な場所

で期日を決めて期 日前投票所を実施 している と聞 きま した。堺市で も期 日前投票所を増加 して

くだ さい。

市民人権委員会審査９・

８． ７ＪＪに はカ ムチ ャッ カ半島でのＷ亂に よる津波の発生で、日 本に も津波警報が発令されまし

た。 すぐに避難で きる緊急避難所を今孤上に整備 して ください。体育館のエアコ ン設置な ど避

－４－



難所での環境改善を緊急にすすめて ください。

９． 性の学びの貧ｉと ジェ ンダー平等のきれから 、子 ども たち や女性の深刻 な人権侵害の さまざ

まな事タＵが起こ って いま す。 大人 も含め学校教ガのみな らず社会の様々な場所での包括 白り性教

育の学びが必要です。 包括的性教育実ほにあたっ て学校戛場への支援や市Ｊミヘの啓発活動の取

り組みを 進め てい って くだ さい。

１０．長年にわた って棚上げさ れて きた 「ミ択的夫婦別姓制度」がｍ会で２８年ぶり に議論の俎上に

のり まし た。 結婚後の姓を現在の回姓回旋で はな く、 自包に「・択」で きる よう にす るＪミ法の

改ｍが実現す るよ う、 市と して 国や 国会 に対 して その導入 を求める き見書を提ｍ して くださ

い。

ｎ． 非核宣言都市 とし て、 市民や学校園 での平和や核廃絶の取 り組みを広げてく ださ い。 また市

民回休め平和の取り組みに対してさ らなる後援・ 支援をしてく ださい。

１２．「核兵６禁止条約」 はすでに署佑が９４か 国、 批准が７３か 隻］ にな って いま す。 唯一 の戦争被爆

国である 日本の荀、鳬が兎佑・批岑をするよ う堺市と して国に■望 して くだ さい。

健康福祉委員会審査分

１３．価翫にある干加の塔をも っと 迅箆する よう をめてく ださ い。

１４．令和７年度４万 から帯状疱疹の予ち接種が定期接種とな りま した。堺市独自で補助の対象年齢

を６０歳から にち＼き 下げ、公費の補助 を増やして下さい。肺炎球菌ワ クチ ンもな喩対象を６０歳に

私き下げてく ださ い。 ２回 目猖、降 もぬ費補助を増や して下さ い。

１５．大阪は日本一高い自Ｒ保険料です。自民健康保険料がく らしをＲＥぷ しています。 堺市として

独自 に懴担軽減と なる よう な施策を講じてく ださ い。

１６．全国では補聴器助成制度 を導入す る自 治体が急まに増え 、４３都道府県４７３市ｍＴ村へと 広がっ

てき てい ます。コ ミュ ニケ ーシ ョン をＰｊ滑には かる ため に、 国に要望する だけでな く、 堺市独

自で加齢性難聴者への補聴器諏人助成制度を導入 して くだ さい。

１７．介護保険料は、 特に６５才Ｊ２Ｊ、上の市民に とって改定のたびに上がり縦け、保険料甎担が重く

なっています。介護保険料をリ ｜き 下げて下さい。

１８．地域で孤させず人と 交流 し、 生き 生き と活動に参加でき る奏にな施鼈があ るこ とは、健康で

文化的な生活を営むために必 要ヽですｏ 市と して安価で利社ｊ しやすい施設の拡充に取り組んでく

ださ い。

１９．特別養護老人ホームは市Ｒが適切な介護サービスが受けられる施設です。 誰もが凧箆できる

よう に、 堺市としてぬ自りな施鼈を増や し介護ヘルパーの待１１改善に努めて下さい。

２０．ケア労働は人回の尊厳や社会の根幹を支えるために なく てはなら ない労働ですが、 ケア労働

紮は依然として賃金が低く 他の業種 とよヒベての４き差が うま っていま せん。祖場は慢性自りな人范

５



不箆。にあえいでおり 、離職者が絶えずｔ循環が続いています。ヶア労働者の処ＪＩ改善に向け

て、 国への要請は もちろんのこ と市としても独自の支援策を講じて ください。

２１．堺市生迅一 仕事応援 「すてっ ぷ堺」を 、生 きづ らい単を女性や高齢女ｔ生に皀く市Ｒに知ら

せ、 相談 しやすい 窓口 にし てく ださ い。

２２．就学前の子ども たち を預ける施設ではＥ置基準が改善されま したが、 保育士不えで受け入れ

が芭来ない状況や希望 している園への入所が羝来ない保護者の声があり ます。保育士の処３改

善と 運営補助金の予算 を増やし てく ださ い。 また堺市 とし て給食費 と全ての乳幼児の保育料を

無償にしてく ださい。 こども誰でも ｉ！回制度については、子どもたちを安心してｍけられるよ

う状況把握して環境整備してく ださ い。

産業環境委員会審査分

２３．大伯ぬ園の気球事業を継続すると 聞いていますが、 市民がながら く親しんだ自然を損なわな

いよ うに して ください。

建設委Ｒ会審査分

２４．万博のための堺湊と夢併｜を結ぶ航Ｓの整備に堺市 もの９を投じていますが、 現在おＪＩ客は

減っ ています。今後堺市と してその効栗をどのよ うに考えてい ますか。

２５．堺市の都市計画の推進にあたっては事業者本位の回発ではな く、 公共の長期自りな視点で持続

鳫能であるか検胤Ｅしながら進めていってく ださい。 また℡られたｔ域の住民だけではな く、よ

ｙ濡、い市民への丁寧な説明と意見交換を行って ください。拠点整備にあたっては、 取り残され

た住Ｒやｔｊ奥本ふさが生 じる こと のないよ うに丁寧に嵬めて くだ さい。

２６．堺市の都心部回発は慣れ親しんだ町の形が変わ ります。 住民の意見を聞いて慎重に進めてＦ

さいｏ

２７．な共交ＪＩの充実のため、事業者へのｊｌ１行徹芭の補助をさらに進めて ください。特に交ｊｎの不

便な地域や交・弱者に寄り添った施策を重視して ください。　 ＳＭＩ都心ラインの必要性や効果は

納１４で きません。それよ りも堺市を域の実をを しっ かり検討する よう ・く 求め ます。

２８．来年４万か ら自転車の交ｊ！違反に対 して 「青切符」に よる取り 締ま りが始ま りま す。 歩道１

行が通行区分違Ｒになるこ とも含まれていますが、車道を走行する にしてもぬ肩に自動車がを

車してい ると き、 自転車が岑丿氈の多い車線にふ くら んで走行せざるを售ない場台な どは とて

も危険を感じます。安心して自転車が走行できる よう 自転車レーンの整備を して ください。ま

た、 自転車丿目のヘルメッ トの普ｊａを回るために、 市Ｒへの啓発と共に購入費用のが白りな補助を

して ください。ま た「大阪府の自転車」４４ヘルメッ ト鶩入補助金」について堺市Ｒに周知してく

ださ い。

－６－



２９　市民生活に不万欠な公共イ ンフ ラと して水道施鼈の計回白りな点検と整備、 維持管ミをリ ｜きつ

づき行ってく ださい。 そのためにも技術職員の確保に努めて下さい。

文教委員会審査分

３０．今後予定さ れている万博違えは、 連日 の酷暑の中で対応策を回答 していますが救護所はひつ

迫してい ます。衛生面や災害対策な ど危機管ミが不安です。子 ども たち の命を守るために も今

後の万博を足は今からでも 中止にしてく ださい。

３１．少人数学級は進んで きま したが、 まだまだ充分とは言え ません。 少子化に伴い、今後は児童

生徒数が減っ て学級数も減るこ とに なる とぞわれます。しかしゆと りあ る働 き方への改善 と更

なる少人数学級実現のために、 ほ今市の権ほをいかしてｍ規の教職員を増やして ください。

３２．／」ヽ学校での学校給食の無償化を段階的にではな く、 全ての学年で実施 して くだ さい 。　 ６Ｊミｊか

ら始まっ た中学校給食において も無償化を実施してく ださ い。 また長私 く物価高騰の中で も、

質を落とすこ とな く充実した安心安をな給食を要望し ます。

３３．働 く女性が増える中でのびのびルームの需要が増えています。「子どもたちに とっては居心

地が良く 、慥 く保護者が安心して子 ども を託せる場所」と して堺市が責任を もっ て指導してく

ださ い。　５０人を超えるな ど菟密化の問ミはすぐに解決してく ださ い。 プロ ポーザル方式は子ど

もた ちの成長を保障してい くに はそ ぐわない と考えま す。 指導員のをそを保珮するために も本

来の堺市の事業に戻す よう ■２ しま すｏ

３４．学校回書館 は、 鶚書救諭 を中心に学校高書やサ ポー ター が協力して旄果白りに ｊＥき・ きＪＩされ

るこ とが大勁です。学校回書鍠教育を充実させる ため にも 学校筒書を増やすなどの予算を増や

して くだ さい。

３５．学校回での式や行事に日 の丸やＲが代を押 し付けないで ください。

３６．今ｆｎ７年度の子ど も鸚け「はじ めてのａ衛白書」 は抑止力 として戦争準備を 日本で進める ［大Ｊ

容で 、子 ども たち の教育に ふさ わし くあ りま せん。堺市では学校や回書館でなり 扱わ ない よう

要望 しま す。

－７－
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ほ４宍第　　４３　　や（総務かな ・健康鼈、祉　建設 べ教娶員会）

障害者施策等の充実について

陳　情　者　　　堺市東ぼ

堺障害者見回体連絡協議会

イ弋表幹事　ミ匡　副　久美子

古　井　 マ　ヤ

せんぼく 障害者作業所家族会

中　 野　茂　彦

ほ書き（児） 施策の充実を もと める 陳情書

陳情の内容

平素 より 障害者（見） 施策の充実の ため、ご万、力い ただ き厚 くお礼申 し上 げま す。 堺障参考見回

体き絡協議会 （略称： 堺Ｗ齔協）は、障害の ある 大や子ど もた ちが堺の街で健や かに 育ち 、曁かに

暮ら し続ける こと を願 い、 日力 障害のあ る大の生活と 健康 を守 る活動を して おり ます。

巷では「コロ ナ」 は消ましたかのよ うでマスクを着万」されている方の夕なさに、私たち関係者は

驚く ことがあ ります。 つい先日 も事業所で「新Ｍコロナ感染さ」が複数を生 し、 「コ ロナ禍」 と言

われた「ｔいｍしたく ない」、 「忘れる ことのできない事象」 が頭をよ ぎり ました。 今は行ぽから

の補助金や支援も 終了 して いま すが、し かし 日中 の事業所 も暮 らし の揚 も緊張は続い てい ます。

介護する宗社の高齢化は８０５０か ら９０６０に なろ うと していま す。 ほ参当事者の重度化はいっそう進

んでいま す。 暮ら しの揚がＥ倒的に不足 し、 市外へと 生活の揚 を移 さざるを得な い実態や慣れた日

中の事業所も ｊｌ所せざる をえないこと も続いていま す。 特に体調を崩されての移行 ・転そは制度の

違い、システ ムの違い にｙ＝ｉ惑う こと も多 く、 心を に影響を Ｒぼすケ ース もあ りま す。 時泓があ りま

せん。

療育 ・教育環境、 医療、地域生活な ど、 この回も市と して現状を把握し、前自］ きに取り組んでい

ただいている 面も あり ますが、 現状は私たち の願いと は、 まだまだ違い ものがあ りま す。 肓乞のあ

る大がそ の入 らし く生 きがいを もっ て暮 らし てい くこ とができ る堺市、 きれてい る国 のレベル を超

える堺市の福祉を 目指 し、 具体的な施策 を強 く望みま す。

９



以下のご検討 よろ しく お願いい たし ます。

＜陳情事項ン

総務財政委員会審査分

１． ｔ方Ｘ拳 ・国政き挙について私たち作業所（事業所） 支援戮は、希Ｓ者に期日前に投が支援

を心ず行います。 行く とき には毎回、事前に投県会場に電話をかけ、知ぢ豚書をお待ちの方が

職員 と共に投票にいく こと をお知らせしています。

第２７回参議院ｔ挙についても投票支援を行いま した。知白りほ書があ り、 自分でま福者から投票

する大をミぶこと ・書 くこ とが難しい、 ひと りの利鴇戔が、「家族が覧福者佑をＥ大 して封入

し、 封を した状態のも の」 を持参。 その こと を支援員が事務従事者の方に伝え、 事務従事者の

方と共に投票会場に利用者が大っていかれま した。投票を終えて支援員のと ころ に帰って きた

時に封が祖Ｊ られていない状態でした。 支援員が疑鶚に兎、い、事務従事者の方にお伝え しま した

が、 「自分で選んだ。 再度投票する こと はできない。 」と言われま した。納得がいかないまま

施設に戻 りま した。他市で も、 これまでどお り候補者‰の大っ た封筒を持参したが「ｔめられ

ない。自分で書く か、 指ま しだ。」 といわれ、自哘で・ぶことができない鷦羝者が、 封を開け

ても らう こと なく おとがし た、 とい う報乞を 聞いてい ます。今までｔめ られていたに もＭ わら

ず、 です。このこ とに大きなや惑いとだりを持っています。

私たち支援員 は、 回書特性を考慮し、ご家族と才目識の上、１・を無駄にしない よう 、厳 しい

体制のなか、 慎重に支援してい ます。その形が、 家族が障害者であるわが子のこ とを考え、

福祉のあ り力 も考慮し、Ｍを投 じたい大の名前を書いて封 をし て持って きて もら うこ とで、

長年ずっ とこ の方法でやっ てき まし た。 そして今まで投票所でこの方法を指摘さ れた ことは

あり ません。

今回のこ とを受けて、 各投・所で手助けする職員の方ガに作業所に来ていただき 、障害理

解を深め、投票支援・ 意兎、決定支援について私たち支援員と 一緒に考えてほしいと ぶいまし

た。 東京の狛江市は投票事務ほ修の一環として障害福祉サービスの事業所で研修されたそう

です。ぜひ事業所に來て、 重度の知的障害者の投票一 意跫、決定支援についての在り 方を私た

ち事業所の職員・ 家族 とも に検討す る場 をお願い しま す。

健康福祉委員会審き分

２． 児童発達支援セン ターは、 今後も堺市社会福祉事業回によ るｉｌ営を継続してく ださ い。

３． ＥＩをの療育水準を低下させないよ う、 園児がｉＥ保育士 （児童ｍ導員 を含む） の対よヒが３ ：１に

なる よう なＴ£規職員の鳬戮と ｌｉｊＥな・Ｍｌｊａ■を実現 して ください。

４． もず園・ つぼみ園 くま クラスの単独通回について、安心・ 安全な療育が実ＥＱで きる よう 止規
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職員 ・看護師 ・セ ラピスト を増員してく ださ い。

５　 在回兒のリハ ビリ 回数の増加および卒ｊｌ園後の リハ ビリ の継続を実現 して ください。

専ｒｌｊ性の ある 質の高い リハ ビリ を継続して受けら れる よう 、Ｒ師と セラ ピス トを増員 して

くだ さい。

６． １園バス の乗車為問短寵お よび 自宅亟： くの安をな乗ほ場所の鼈定をし、ｊｌ回の気担を軽減し

てく ださ い。 そのためのパス台数の増加 と添乗員 の確保、 福祉車両の導入を希望 しま す。

７． 市と 地域の／Ｊヽ学校が十分連携を とり 、安心して就学相談ができ るよ うＦち容 を周 タ口 し対応を

統一 して くだ さい。

８． 園児が安をに回圭ほを送れるよ う、 老朽化に４享 うっ ぼみ園の鼈備改善 ・改修を 実ＥＩしてくだ

さい。

９． Ｋ療参鳥にお いて、ま だま だ障害ミ解に乏し く、 待つ こと がで きな い、 大き な声を羝すと

いっ た特性をミ解 して もら えないと いう 問題は続いていま す。

回：子セ ンタ ーに 聡。療体制を整え ていただ き、 成人 とな って も継続してＥ療を受け られるよ

うに して ください。移行せざる をえないのであればせめて数年かけて母子セ ンタ ーと成人診

療科がタ ッグ を組 み、 両者から のＫ療提供ができ るよ う、 Ｅ療 ・｜回報 を存命期 回申 は残 して
１

おく など、特別な移行シス テム にし、納祖と信頼構築のも と移行ができ るよ うに して くださ

い。 それ も難 しいのであれば、 障害者専 ｒｌｊの病院を設之するか、障害者枠を作っ てく ださ い。

その翫に、医療機関な らびに医療関係者の障害ミ解と 適喝な対応を進めてく ださ い。 合ミ

的Ｅ盧の推進 を鶚つて くだ さい。専 ｒｌｊの 窓口 やサ ポー ト体制が必要です。そ のた めの具体的

な手之てを打って ください。

全国でベッド数の削減、病院の統合、医師や看護師の不足が取り上げられており 、このし

わ寄せが社会的弱者に散給する こと を大変た倶してお りま す。

孤下は家族の声です。

話こ とば書き こと ばでの意・疎ｊｌが取 りに くい 、そ んな 障害者がＫ療に頼ると き、 自分の

ｌつ た症状を きち んと 伝え られずに我慢 を強 いら れる ｏ言 えな いの は本人がｔいのですか７

その大の Ｓつ た兇、い を菰み取る力きの ないきの中が未熟なのでは ないので しょ うか。こ れだ

け科学万能のｔに、と どのつま り、 携わる大の技量・ 力量 ・［白］ き合う姿勢が、早急に鸚上す

べき では ないでし ょう か。 より 良い支援者を集め、育て、 広げてい くこ とは、堺市福祉行政

のま にも なる でし ょう が、 ‾氛状は どう なの です か。 （障害者医療、Ｅ療サ ポー ト体制、 障害

者Ｋ療情報提供環境な ど、 Ｅ療 をサポー トす る障害者施策の支援者の定着率などの現状と展

望について教えて ください。）

１０．長年に わた り要望し てい ますが、 大阪府が行っ てい る「重度障害者医療費助成制度」を療育

手帳Ｂ１　・　 Ｂ２のみの障害児者に広げてく ださい。 中軽度障害者の経済状だの厳しさと家族の負
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担の現状を把なし、改善を 図っ てく ださ い。 せめて生活保護基準に も満たない収入のＢ１　・　 Ｂ２

の療育手帳保持者には先ん じて対象としてく ださい。

１１．２０２５年５万 に災害対策基本法が一部改ｍされま した。このこ とを踏ま えて、障害者家族の防

災・ 減災について堺市でのなり 祖みや対ぬは どう 変わるのか圦体自りに教え てく ださ い。

１２．特に福祉白り支援に入る 支援団体 とのま携が重・と されてい ます。ほ実范事者がピ アサポー

ター とし て支縦するこ とは、当事者の視点を麑ま える には心要であると 考え ます。どのよ うな

連携をされるのでしょ うか。

１３．昨年の学習会で 「福祉ＩＥ難獸はケア重視ではない」と わか り、 多く のケ ア（Ｅ療 ・福祉・生

き） が必要なほ害者兄とその家族は不安になっています。 災実嶌の不安が少しでもほるよ うに

個別避難シー ト作成を進め、Ｋ療ケアが必要 ・強度行動障害があるなど、福祉き難所にも入れ

ない障害老兄はどこにいけば良いのか、 何を どう すれば良いのか、 肖事者と 家族、堺市と 地域

で一緒に考えてく ださい。

１４．直近の 目回別・難シート 」作成の進捗を教えて ください。

１５．在宅き難していても孤立 しな い、 必ずＫ療や福祉の支援が入るシステムを構築 して くださ

りｌ。

１６．福祉タ クシーの補助チケ ット の枚数を現行の年回２６枚 （往復１３回分） を、 せめて５２枚に増や

して ください。移動障害者 と言われる視支脈害者にと って は、 この枚数では安をに日 常生活を

送る こと ができません。ま た、 交通の弁に回 して、堺市は大阪市にＪ七べて鉄道路線が少なく、

特に東きのア クセスが極めて不便です。 とり わけ美原区においては、鉄道の駅は皆無で移動が

困難ですｏさ らに、夜回な どにタぬ白む なこ とで通ｋ、入Ｋし なければなら ない嶌な どは どうに

もな りま せん。そのた めに も、 一度に複数枚おＪＩ目 でき るよ うに柔軟な私跪を検討 して くださ

Ｖｙ

視覚肓售者だけでなく 、療育手帳を持っ てい る人など も複数枚使え るよ うに考慮 して くだ

さい。

１７．ガイドヘルパーの鷦鴇為鶚数 を１ ヶＪミ１ ５０嶌鶚 （視覧障害の４台の慨鶚数）にｍ定せず、複数

万ま とめ て利ｍで きる よう にし てく ださ い。 特に行楽 シー ズン では利丿目が多く てえ りな くな

り、 きにそれい、外に は利丿目が少なく なる こと を考慮していただ くよ う、 よろ しく お獸いいたし

ます。

１８．グループホーム建設についての支援策で鸚年、 世Ｅ日谷［Ｘの重度障害者向けグループホームの

土地提供の・１１報をお知 らせ しま したが、 その後堺市では、 どの よう な支援策をめめられま した

でし ょう か。

大ｋ府は よう やく 入所施鼈待機者の顎をを兔めていま すが、堺市の調をはどのよ うに嵬ん

でいますか。 合わせてグループホーム待機者の調査を進めてく ださい。

１２



１９．グループホーム建設の補助金額や件数を増やして下さい。

障害者が住み慣れた覧域で安心 して生体白り に心豊かに暮 らせる共生社会の実現のためには

グル ープホー ムの拡充が必要です。

生活の揚の拡充は、「土地」「財は面」 「大」がミ位一体とな らないと 実現 しません。堺

市と しての改善策はいかがでし ょう か。 家族の高齢化は進む一方です。

孤下 は家族の声です。

この まま堺市で住み続けら れるのか、障害者を家族に持つ私の家庭は不安に なる とき もあ

りま す。 短い 目で見れば「○○市のあの制度、口口市のあんな取り 組み」に心揺れる ことも

あり ます。しかし、そ こに転居 して も地域生活な どはかな り厳 しい ものにな ると 予想され

「夢物語」と あき らめています。

グループホー ムを希望 していて も、 なかなか入居が難 しく でき てい ません。 この先、 本人

はどこで暮ら していく のか、心配でたま りま せん。本人は青年期ですが、栽は年力歳 をと

り、 本人の体力についていけません。早く対策を とっていただきたいです。

２０．日 中サービスま援型グループホー ムの報雅をリ ｜き 上げるよ う市 とし て国 に・まし てく ださ

いｏ それまでの間、堺市に置いて補助し、建設を促進して ください。

また既存のグルー プホーム鷦鴇者が作業所に行けない時の 日中支援についてグループホー

ムでの支援皀容にふさ わしい金額の報酬 ・体制確保な ど充実したも のに して ください。

孤下は家族の声です。

定年 ｊｌ職制度す らな い作業所通い の毎 日で す。 （何年がんばれば良い のですか ｌ）」と 嘆か

れま す。 誰で もそ うである よう に心身氣にしんどい時があ りま す。 病気とま では・らないが

「体調がぶわ しく ない、心が少 し疲れて いて今日 は作業所 には行き たく ない」時 に、 自分を

レス パイ トで きる袷場所が心要では ないでし ょう か。 家族 とばかり では、成大した肓害者の

心祉の養生に はｌｉし てい ない 。○か× かの二択 しか ない多く の障害者 は、 この よう に我慢せ

ざる を得 ない 日４ が何十年 と続 くの です。

「日 中支援型グループホー ム」 も利ＪＩ者の年齢や体調にふさ わしい暮らしの揚にはなるの

ではないでし ょう か。

２１．老障介護がほ界を遐え親が支えき れな くな り、 地域での受けｎがどこ にも ないため高齢者施

獵である住宅型有料老人ホーム や特別養護老人ホーム等で生活 している 障がい者の数が増 えて

いま す。 他に行き 揚が無く 高齢者たまに人な して いる 現状ぱ望 まし もの では ない”と 昨年う

かがいま した。では、 どの よう な暮 らしの揚がｔましい… と考えら れま すか７

２２．「老障介護」が障害をもつ大のいる家庭では、 往４ にして見られる現状です。 堺市としてこ

こに も希ｔを持たせてほしい。 「氣生（高齢者と障害戔） ｔのグループホー ム」 の実現は、こ

れからの時代に益々有効な施策にな りえないですか。 まず形に していただき たい。早 くに人口
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減の今、 有効な施策になる と考えま す。 親の高齢化に伴い、老人ホーム ＋回がい者が一緒に生

活できる共生型施設を作って下さい。

２３．入所施設を作ってく ださ い。

グループホームでの対応が難しい強度行動障害者が安心して安をに暮らせる施設を早急に

作っ て頂 きた いです。

■度行動障害者、 重度障害者の生活の揚がミ倒白りに不足。してい ます。令れ］６年の大阪府の覃

査では、 入所施歌の待機者は１，２３３人と 前年度よ り１５６人増 とな っている のに入所施設の定員

は削減さ れる こと にな って いま す。

会見で知事は 「詳細な実態を把握した上で市町村 と協力し対策を考えていき たい…」 と市

・村レベルでの対応を４り ぶされま したｏ堺市は、この普通のグループホームでは対応の難

しい■度行動ほ書のあ る大の暮 らし について、どのよ うに把Ｓ し、 どの よう な対らを考えて

おら れま すか。

２４．シ ョー トス テイ を増やしてく ださ い。

人材不箆。か ら予約が一層厳し く入 りに くい状況です。暮らしの揚も不万１、シ ョー トステイ

も予約が入り にく い状況で、介護者は身体を休めるこ とも でき ません。 事業所任せにせず、

市と して も対策に取り組んでく ださ い。

２５．就学前の障害児を、 安心して預かって もらえる ところがあり ません。 親は日力 、障害児だけ

の世話を して いる わけでは あり ませ ん。

回書児の きょ うだいの学校行事や悒、病鵆の ＪＩＲ　・　 入院、障害児の両親の親の介護、憐。書え

の両親の皿や入院など、どうしても 障害児本人を回行させるわけにはいかない場面があり

ます。

学齢期な らば、放課後等児童デイサービスに通う こと で、 慣れた環境でｍかって もら えま

すが、就学前では ｍ定的です。

ファ ミリ ーサ ポー トを お願いし まし たが、障害を 七＿１に 断ら れた 大も いま した。

これでは、障害児の親 もえ弟児 も障害児の祖笑母 も、 ケガや病気を して も受診で きませ

ん。

この課きは何十年 と変わっ ていません。 社会瓶鴉、が何も なかった慨代から市Ｒが行剪、と氣

に帆度を一つずつ作っ てき たに もかかわ らず続いてい ます。堺市と して就学前の障害児と家

族を支えてい くための施策を充実させて ください。

２６．成年後見制度は高齢者・ 障害者の暮ら しを守り 続ける制度と して ますます必要となって きて

いま す。 この制度を広げていく ためにも 「堺市成年後見制度利用支援事業」 は大きな役割を

担っていると考えています。

「堺市成年後見制度利ｍ支援事業」 について、知的障害者にかかわ って の２００７年から ２０２４
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年までの件数や支芭推移と、今後、 「堺市成年後見愾度利丿目支援事業」の拡大に［ａ］ けて、堺

市と しての動 きと 見ｉ！み を教えて くだ さい。

２７．２００８年厚労省から「成年後見魍度鷦箟支援事業」の適丿目が象者を「市ｍＴ村長申 回ＬてＪ ｔＪ、外

の方にも 幅を広げると とも に、 「４寄り のな い」 方を 対象 とす る文言も なく なり まし た。 また

重度の知 白ＩＪほ害者、精神障害者 を対象と する 文言が加わり 、対象者の拡大が回ら れま した。

資産の少 ない 知白ＩＪ障害者の成年後見制度利Ｊ；目 の促進が回ら れた と考 えて いま す。 です が、

多く の朱口自りほ害者家族にと って、この制度の鷏鳬実態が見えない状Ｒにあり 、後見制度の利

天目促進につながっていないのが現状だと考えていま す。 障害者家族の老障介護問題の改善

に鸚けて の一つの手段 とし て、 「堺市成年後見緊度鴉鳬支援事業」 の拡充は 喫緊の壜、題 だと

考えています。この「堺市成年後見制度魑瓦支援事業」を広げてい くために、現在の 「堺市

成年後見制度利ｍ支援事業」の現状と、 その中での障害者割台と推移を明らかに して くだ

さい。また今後、 この制度を宙、げてい くために必要であると考え られている資産要件の緩秘

や、 申請書類 の簡略化などは堺市と して検討 されてい るの か教 えて くだ さい。

２８．嵬域生活支援拠点つ くり について、具体白りに進捗を教えて くだ さい。

最庖何故かシ ョー トス テイ を「拠点」と して扱われている よう ですが、 「拠点」 と呼ぶに

は「お粗末す ぎる現状」です。 ５機能の Ｎ大］「緊急時受入・ 対応」しかな く、 それ も使いたい人

ををて受け入れられる とはＲり ません。

・的整備が成 り・つに は、 せめ て高齢者の包括支援セ ンタ ーの範囲 （中学校 ［‾左］ で、 障害

児者を把握して「相談」「体験」「緊急時支援」 「人材確保・ 養成」「ｔ域体加づく り」が

でき る必要があり ます。

地域生活支援拠点 を面 白り整備 とし て成 り之たせ るに は、 特に障吉見者はを療と の連携が必要

不可欠ですｏ 中学校［Ｓ： Ｆり］で、福祉支援のネッ トワ ーク 、Ｋ療支援のネッ トワ ーク に加え、 権利

擁護のネ ット ワークへのア クセスを保障が心要です。 一法人や民間だけではでき ません。 堺市

が中心と なり 、［Ｘ自ｉ会や看護師会、 自ぷｌ支援協議会 とも ま携 して聡蝎整備を行なう べき だと考

えて いま す。

今後の地域生活支援拠点の ビジ ョン をお聞かせく ださ い。

も事者か らも 「堺西エ リア嵬域生活支援拠点やグループホームの建設にあた って、建鼈費－

ｍ等の補助（補釣台の活箆）を していただき たい。」 という声もｍています。

２９．緊笵為かけつけ等事業について、 翁象・件を緩和していただきあ りがとう ございます。 しか

し対象が［Ｘ分Ｉ｀は、上 ・事前登録不要で、対象者が急萄、に増大するこ とになる こと での混きＬが懸

をさ れま す。 戞け入れてく れる ショ ート ステイが６ヶ所と なり ましたが、不えは 目にたえてい

ます。堺市が中心 とな って さら に事業所社人をお願い しま す。
へ

３０．ガイドヘルパーが不えしているため移動支援が５ｆｌＪ鴇できません。障害者の方々が充実した余
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暇を過ごすこ とや、地域で自力ｌして暮らしてい くための重要施策の１つです。 ガイ ドヘルパー

確保 ・育成の施策を講 じて ください。そのためにへルパーの賃金を上げてく ださ い。

とく に男性ヘルパーがおら ず、 親Ｊｊ、外の人と 芭かける こと が羝来な いた め、 ８０嵬代の笑栽

が車をぷ転して本人が行き たい とこ ろに連れて行っている とい う実態があり ます０

３１．才目談事業について は、 実態 として事業は赤字で安定し ない現状ですが、 介護する家まの高齢

化か進む中、 その役割はま すま す重要に なり ます。しかし現状ではセル フプラン を余儀な くさ

れている家族 も多いです。 この まま では 自立の見ｊｌ しが力ｌちません。市 として国にも相談事業

の現状と今後の拡充のため（Ｄ要望をあげて ください。

３２．作業所の終わる時回が早 く、 栽も それに合わせた生活をせざるを得ません。本人も時回を持

て余 しス トレスがたま りま す。 放壜、後デイ のよ うな事業所を他の年齢にも宙、げ、 本人の生迅を

充実 させ、親の就労も 支え て下 さい。

３３．せ康福祉プラザのプール利ｍについて、フ ァイ ンプラザのよ うに障害者の専ｉ利万ｊの 日を設

ける こと がで きな いのでし ょう か。 利ルｊ者の多いを休みをきけて、卯１下屬の 日ミ日に￥Ｊ ｍし

たこ とがあり ますが、 一般の方 （／Ｊヽ さな子ど もを含む）が多く 、息子と ヘルパー さんはゆ っく

り利ＪＩする ことができませんでした。

３４．福祉人材確保のための施策・ 育成の施策を講じてく ださい。

３５．時間割での報酬単価では育成の時虱も とれません。 保育と回 じよ うに、万割の報酬にしてく

ださ い。 加算に頼るこ とな く、 基本報Ｍの抜本白ＩＪ な改善を市と して国に■く 要望 して くださ

ＶＩ。

３６．排尿、 排便の自 己管ミがｉ難なため、 紙おむつを日 常白ＩＪ に使ｍしている重度知白り障害者に

も、 紙おむつの助成を要望でき る制度を堺市にｔねておほい致しま す。

身体障害を伴わないＷ害者児（知為諏害 ・Ｒま障害・ 精神障害 ・難病） でも 、鶚沮の問Ｍ

は深刻で喫緊の課題です。 常時、紙オムツやリハビリ パンツが必要な人が１００人以上いるこ

とがアンケー トでわか りま した。家族や本人は高齢化で、 経済自り にも 身体白ＩＪに も精神白りにも

益み 深刻な状祉に なっ ています。実をを記した生活（排泄）のノー トは もう 「３升目 になっ

た」 との こと です。１ 日も 早く 「紙オム ツの助成」を 「知的障害者児も含む」と して くださ

い。

昨年、前向き な方 か］ で…のご説虱があ りま した が、 支援課の前自］き な方向性をｍ まれた事

についてお話 し頂ける範囲でご説明 ください。今後、 私たちは どの よう にｔんだ らよ いかご

助言 くだ さい。

３７．次の２点を 日常生活用具に加えて ください。

（１）「音声付き ｍ１ＦＥ計」

日常生迅鴇具に加えて ください。視覚障害者も高齢者が増えて きていま す。 病気の発見の
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ためにも、自分で測れる音声付きぬＥＥ計が必要です。

（２）「補聴器」

加齢 に伴 う難聴者が増 えて いま す。 コミ ュニ ケー ショ ンが欠かせな い視覚賢害者 にとっ

て、 補聴器も とて も重要です。 是非、視覚障害者にも補聴器の補助金を認めてく ださ い。

３８．昨今、 物価の高勝が続いてい ます。日 常生活ルｊ其の補助金を是非増やしてく ださ い０

３９．中途障害者のサービス利用における利用料発生について、国の規定に基づき適切に運用 して

いる との回答ですが、 障害范事者の収入においての利鳬料の考え方についての考えをお聞かせ

くだ さい。工賃よ り高い凧箆料を払っておら れる 方、 利ｍ料の ため に通所を諦め てい る方、こ

のま までいいので しょ うか。意ぶ決定支援と 言いなが ら、 Ｍ度が本大の惹忌、決定を奪っ ている

のではないで しょ うか。

また本人 ・家族に経済自り ・精神恂負担にも なっ ています。誰にき慮するで もな く■ｍでき

るよ うに堺市 とし て施策を講じて国に声を届 けて くだ さい。

４０．Ｒ存の福祉事業所について、 最低賃金や物価が高勝がしていますが、 報酬が蛮いついていませ

ん。 加算をつける のではな く、 畧本報佩をり １き 上げるよ う市 として国に要望をあげてく ださ い。

４１．毎年、 障害范事者と の懇詼を続けていただ きあ りが とう ございま す。 今後 とも ｔ談を継縦し

て、 障害苞事者の声を 施策 に反映し てく ださ い。 まず１毎 に、 堺市Ｋが堺市 ｌ大Ｊの各作業所 を見

て回って今の現状を実感してほ しいです。

建設委員会審査分

４２．耻蒭兔変に・録された百舌售Ｔも市古墳群 （イニを天払岌古墳） の最寄ち腎、であるＪＲ百舌鳥駅

に、 ホー ム可動榾の設置と 駅員配置 を、 市の責任でＪＲ西 日本に働 きかけて くだ さい。

４３．乗台タ クシーが車いすごと乗れる よう にリ フト 付き の車両をＥ車でき るよ うに検討 して くだ

さい。

また タク シーチケ ット は１回の乗車につ き１枚しか使Ｊ４§１ でき ませ ん。 ４ヂモｌ に申請すれば２４社交

付さ れる そう です が、 外皀する 機会が少なく 使い きれない場合、１ 回の乗車で複数枚利万ｊでき

るよ うに検討 して ください。

「瓶齢者、ほ書危の移動等の円滑化の促進に 関す る法律（バリ アフ リー新法 ）」 にｔづ

き、 車いす利 丿目 者が、一般の 方と Ｊ：ヒベ て大幅な な銭 自り な戮担と なら ない よう 検討 をお願いい

たし ます。

一般のタ クシーに乗車する場合は障害者割り ｜適丿目後の料金から５００ＰＩを助成、福祉タ クシー

（リ フト 等） の場台はほ害者割り｜ ・ｊ目後１，０００Ｒを助成な ど検討してく ださ い。

Ｊユ下のよう なこ とが実際にあ りま した。

え区蒭遠・の 「青をホ ーム 」の車いすの利用者が４ヒ ［Ｘ役所へ行 く鴇事があり まし た。 ホー
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ムのすぐ遥く に堺市の予約制の乗合タク シーの停回所があ りま す。 堺市のホームペー ジに、

「堺市乗合タ クシーは縦やバス停から離れた竟鬼にお住いの方の移動手段と してき行されて

いま す。 １週回前から２時虱前までに予約をすれば、 おと な３００Ｐヨですが手帳があれば１５０Ｐヨで

乗車がで きま す。 」と書かれていま す。 さっ そく 聡い台わせてみま したが「車いすは４万 りた

ためるな ら乗車できますが、車いすのま までは乗車できません」と言われま した。福祉タク

シー を使丿目 しま した が、 ｊヒぼ役所ま で２，５００ＰＡ　え区役所から ほく ぶ作業所まで １，５００Ｐ］、 合計

４，０００ＰモＪ ほどかかったそう です。タ クシーチケッ トは往復で２枚使いま した。

乗合タク シーが使えた ら、 往復３００ＦＤ・ 介幼者と合わせて も６００円で移動でき るのです。

４４．堺市Ｆりを体の歩道の整備を してバリ アフ リー な街にし てく ださ い。 道幅の確保、 でこ ぼこな

嵬の段差をな くして、 歩行篤難者やみんなが安をに１行できる よう にしてく ださ い。

特に堺市堺［Ｘ神石市之Ｒｆ１５－１８、３０号線沿いの歩道です。

文教委員会審査■

４５．学級定数について、 堺市はよ うや く小中屡校の３８人孚級を実現 しま した。支Ｒ学級のえま生

徒を含めて４０人を加えないと いう 意回から のよ うですが、３８人でも 多い とい うのが実をです。

一刻 も早 くすべての小中学校の３５人学級を実現 し、 早期に／ｊヽ中学校の３０人学級を実現して くだ

さい。

また、学級定数に支援学級の 見`童生徒を含めて、定数を鼈えるこ とがない よう にしてく ださ

い。

４６．支援学級の在籍にあたっては、文科省の通知による 「支援学級での授業時虱数」だけで判断

せず、殱大の状菰に応 じた在籍のを り方を２める よう 各校に鎬知してく ださ いｏ

来年度（Ｒ８）か らｊｌ知の本格実施と していま すが、学びの場の変更があ る場合で も肖事者

（保護者、子ども）が納得でき るよ うに各校で対あするよ うに１加 して ください。

４７　希望する子どもたちが自哘の学校の盍級指導教ｔで学べる よう に、 ミ回ではないｊｌ級教室を

全校に設置してく ださい。 設置に当たっては、担当者の確保な ど確実な体制を保障してく ださ

Ｘ／ ｌ。

また、設置校について も、 教職員、 保護者、 子どもたちの共通ミ解を担当者任せにせず、市

教委 とし て促進し てく ださ い。

４８．百舌鳥支援学校の狭隘化改善策が検討されていますが、 子ども達、保護者、教職員など甄事

者の意自］を検討の中で取り入れて ください。

また 、百舌鳥支援の改善に特化 した意見交流の場 を設けて くだ さい。

４９．特別な支援を必要と する子どもたちが奴年著し く増加し、上神谷支援学校も想定を超える規

模になっています。それに対応するために官園分校の設置が進んでいますが、宮圉分校の教育

１８



条件の充実と とも に今後予想される子どもの増加に見台った堺市の特別支援教育のプランをお

示し くだ さい。

１９　－

受ミ年万 日　 令皋］７ 年８ Ｊミ１１日





篶瑰第　　４４　　ぢー （市Ｒ人権委員会）

生ＪＩ用品について

陳　情　者 堺市南ぼ

新日本婦人の会泉えニュータウ ン支部

事務局長　伊　藤　厚　子

トイ レッ トペーパーの よう に生聳罠品をな共 トイ レに常備する こと への陳情

陳情の内容

新日本婦人の会は１９６２年の創でｍ、鼕、 子どもの幸せ、平和と暮ら しの氈上など女性の願いの実現

めざ し、 を国で・勤している国連ＮＧＯの女性回体です。

２０２１年Ｗ阪、 「ト イレ ット ペーパーのよ うに生ミｍ品の常備を」と四ぬにミ勤し、多 くの 自治

体で学校やな共施設での生ミ用品の常備を実現さ せて きま した。

圭理現象である経ｍＬでの汚れや、 汚すかも しれない不安感か ら、 活動が制ほさ れた り不利益を

被つたり しない環境づくり のために も、 な共のト イレに范たり前に設置する こと が、 女性や子ども

たち の人権、 健康や教育機会の保障につながると 考え ます。

あわせて、教育現場ではいまだにタ３女別で生きＪ４４品の使い方を教え、 「生ミは女の子の もの」

「常備してお くのは女性のたしなみ」な どと植え付ける意識を変えるこ とも必要です。人権と ジェ
タ

ンダー平等、 多様性を尊重する包括的性教育を実施し、子ども のぽ４から生ミをタブーとせず、誰も

が生理の こと を理解し 、生ミがある 人も ない人も お互いを 大切 にし あえ る社会の実現のた めに 以下

要請 しま す。

＜陳情事ｇｉン

１． 堺市にの小中学校や公共施設の トイ レに、ト イレ ット ペーパー回禄 トイ レのＷ蚯に、 生Ｓ夕目

品を当た り前に設置してく ださい。

２． 学校やな共施設の生ミｇ品設■のための予算をつ けて くだ さい。

３． 生ミ鳬品設置の意義に つい て、 教育機関 での包括的性敦育はじ め自 治体での 尓、報活動に つと

めて くだ さい。

４． 生ミをは じめ、心や体の悩みを気兼ねな く相談で きる環境を整備してく ださ い。

－２１　－



－２２　－

受ミ年万 日　 令和 ７年 ８万 １日



陳情第　　４５　　昜（市民人権 ・Ｒ康福祉・ 文教委員会）

陳　情　者

障害者施策等の充実について

堺市堺［Ｘ

堺市ろう あ者福祉協会

会長　岩　本　　　治

堺市ろう あ者福祉協会

堺手話サーク ル遇嶌会 （かたつ むり 、金岡、 かめ のこ 、＝｜ヒｌＥ日、 泉４ヒ、 トゥ モロ ー、

木馬、も みじ）

大阪手話通訳問題研究会堺ブロ ック

大阪府荳障害児学校教職員組合堺聴覚支援学校分会

重度重複聴覚障害者の働く 権鵯と生活を考え る「 もずの会」

聴債嶌書き・ 手話関イ奈者の■求を実現するためのＷ鳧霽

陳情の内容

平素より 、聴ｔ豚害者の福祉鸚上に多大なご尽力をき り、 深く 蹇莞申し上げます。

さて、国においては令和７年肘ミＪ ２５ 日に 「手話に関する施策の推進に珮する法律 （手話施策推進

法） 」がぬ布 ・施行さ れ、 改止障害者基本法、改ｌＥ障害者差別解消法、障害者情報アク セシ ビリ

ティ ・コ ミュニケーシ ョン施策推進法と相ま って、「言語」と しての手話の普八に［ａ］ けて国や自治

体に総合的な施策の推進が求め られています。

これに伴 い、 堺市が制定し た「堺市手話言語の普及及 び障害者のコ ミュ ニケ ーシ ョン 手段の執篦

を促進する条例」 も施行から８年が経過 し、 夕教育での手話の普八等、 さらなる進展が求められて

いま す。

現在、福祉ま つり やＬＫ民 まつ りな どの イベ ント で手話体験に参加する小中学生や若い世代が増

え、 手話への鶚心が高まっているこ とを実感 しており ます。しかし、継続自りに手話を学び続ける人

はｍられてお り、 手話サークルへの入会者も、仕事や介護などの事情で学習を断念するケースが少

なく あり ませ ん。

「手話は言語である」 このｔ識がま く市Ｒにまミし、 より 多く の人が手話を身迎に感じられるよ

う、 手話に関する イベ ント や講習会の拡充、 さら に手話を学びやすい環境の整備を進めていただき

－２３－



たく 存じます。

私たちは、いつでもどこでも手話を学び、手話を使いながら暮らせる社会の実現を切望しており

ます。

誰もが安心して暮らせるま ちづ くり を実現するために も、 苞事者の声をＫＩ！をさせた施策の推ｔを

強く 願い ます。

つき ましては、陳情いたします。

＜陳情事ｇｉン

市民人権委員会審査分

１． すべての避難所に おい て、 アン プル ボー ド、 ビブス、 ヘル プカ ード。透明マ スク をす ぐに使

える よう にＳＩし、手話ｌｉぼ者を必ずｎａＷしてく ださ い。

２． 区役所の各課にタ ブレ ット をａ・してく ださ い。 ＵＤ トー クな どの音声変換アプ、リ でや り取

りができ るよ うに して ください。

３　 「手話施禁推進法」にのっ とり 、消ＲＪＩでの“デフ ・コ ミュニケーシ ョンＭ修”の定着をめ

ざし、緊ｔ搬Ｒ時や災害時に命を守る取 り組みを役琢は責務と して捉え、藹政措■をおこ なっ

てく ださ い。

健康福祉委員会審査分

４． 本年 （令加７年） ６ヂＪ２５日 に「手話に関する施策のを進に関する法律」 がぬ布・ 施行され、改

ｍ障害者基本法、 改ｌＥ障害者差別解消法、 障害者情報アクセシビリティ・ コミ ュニケーション

施策推進法と相ま って、「言語」と しての手話の普Ｒに覬けてｍや自治体の総合笥な施策の推

大が求め られてい ます。

堺市において も、 「手話を言語として位置づけ、 すべての市Ｒがそのキ様な コミ ュニケー

ショ ン手段を尊まされる社会」 の実現に ［白］け て、 早急に回法にのっ とっ たあ体的な行動計画

（Ｍ ：年次目標、 ｀辱修対象拡大、 普攷イベント 等） を策定・ 実行 して ください。

５． 「堺市手話言語の普八、八び障害者のコ ミュニケーシ ョン手段の私瓦を促進する条Ｍ」が設

定さ れ８年が菟ぎまし た。 現時点における成果と 課題を回 らかにし、今後５年間 を見据えた施策

の推進を さらに翫体化させるロードマッ プ（嵬行計画）を策定 し実行してく ださ い。

・条タＵ の周知度 ・ミ解度の市民調査

・条例にあづ く各部局の取 り祖み評価

・中天期自り 目聡 （吭　：　２０２７年ま でにすべての市畏慥、口に嵬隔手話対応をＲ置） など

６． 回「手話言語条鴨」には「障害者がｔ口で速やかに情報を取得し、 快適なコ ミュニケーショ

ンを図る ことができる よう 、まずは市職員を対象にした研修を率先して実施していき ます」と

－２４　－



あり ますが、 ８年 を経た今 も各ｔ口で職員と 手話での会話がで きま せん。市の条Ｍに は市徼員

への研修実施が明記さ れていま すが、Ｗ修受講者の人数・ 頻度 ・成果について明 らかにし、訌

下の よう な実効性のある取 り組みを直ち に実行してく ださ い。

・年回○佑い、上の市職員が手話碩二修を受講する目標設定

・各部署に最低１名の手話対応鳫能職員を配置

・應篶手話・訳機６の常戮筬置と活ｍ

７． 盲ろ う者が安心し て社会参加で きる よう に情報提供と 保懾に関 する 加度 を充実し てく ださ

い。

８． 盲ろ う者の病院まき時や入院時など、盲ろう 者に必要なコ ミュ ニケ ーシ ョン など を拡充して

くだ さい。

－

９． 手話ので きる ガイ ドヘルパ ー、 グル ープホー ムのき話人、 支援者を増や して くだ さい。手話

のできる相談員やき話人、 支援者がせっかく 手話を覚えて くれたのにやめて しま った り、 新し

い人が人つて くる たび、ゼロか ら手話を教え る心・に なり 、そのき りｊＫしです。筆詼で もしん

どい兎、いを して いま す。 ま心 して手話でコ ミュ ニケ ーシ ョン がで きる職員 （ま只者）を増やし

てく ださ い。

１０．堺市が責任をも って、き こえない人・ きこ えに くい人・ 盲ろ う者が安心して利ｍでき参加で

きるき難所及び防災回｜｜練の指針を作って ください。

１１ ．自 分のスマ ホを 使っ て聴覚障害者相談員のパソ コン とビデオ ■話で予約ができ るよ うに して

くだ さい。

１２．Ｋ療現場で活動する登録手話通訳者の新型 コロ ナワ クチ ン予防接種の助成 をお こな って くだ

さい。

１３．Ｋ療関翳者、介護職 に従事し てい る人・への手話学習会 は「手話ぬ策推違法」 （１０条 、１３

条） にのっと り、 堺市の「手話ｔ本計画」を策定 し、 Ｋ療や福祉の分ほでの手話の習得を推進

して くだ さい。

文教委員会審査・９

１４．鶚 「手話言語条鴨」 は堺市の敦鴦にお いて も、 目語や、 外国語と 鶚じ くれ育の一環 とし てあ

ｆｔ 白りこお こな わね ばな りま せん。堺市の小・ 中倅校に は多数の きこ えな い・ きこ えに くい孔

童・ 生徒が学んでいま す。 それ らの児童 ・生徒の アイ デン ティ ティ と学習環境を保証する ため

に、 「手話に 関す る施策の推進に関する法律」に のっ とり 、小 ・中学校にお いて実効性の ある

手話学厖をおこなって ください。

・小 ・中学校での手話学習 を総合的な学習や道徳授業に位・づける

・ろ う者講師 を派まし 「ろ う文化」 も含めた手き授業を実施

２５　－



・教職員『白Ｊけ手話研翳の義務化と年回計画の策定

・き こえない ・き こえ にく い児童・ 圭徒への個扇の言語き択支援（日本語／手話など）

２６

受ミ年万 日　 令和 ７年８万 １日



誨殱第　　４６　　昜（健康福祉委戮会）

あは き・ ４整広告ガイ ドラインについて

陳　情　者 奈氈県奈良市

鍼灸柔整政策 フォ ーラム

共回代表　大　 ほ」 ＩＪ　彦

鶚　　 上　 原　　　樹

あは き・ 柔整広告ガイ ドラ インの適ｉＥかつ積極兇なミ万目を求める陳情

陳情の内容

あん摩業、マ ッサージ業、 指と業、 はり 業、 きゅ う業若し くは柔道整復業又はこれらの施術所に

関して広告し得る事敬等氛び広告適正化のための指導等に関する指針（いわゆるあは き・ 柔ち皀告

ガイ ドラ イン）がま止かつ積極きり にｊＥｊ目さ れる事を求め る。

＜陳情事項ン

令秘７年２ＪミＪ １８ 日、 厚生労働省か らあん摩業、 マッ サー ジ業、指と業、は り業、き ゅう 業若 しくは

柔道整復業又はこ れら の施術所にＭ して霍、告し得る事項等八び広告適了Ｅ化のための指導等に関する

翕針 （い わゆ るあ はき ・柔を広告ガイド ライ ン） がな表さ れま した。

国ＲがまやＪ にあん摩マッ サージ指Ｎ£、は りき ゅう 、柔道整復の施術を受ける ためには施術所の

ルール順守が重要とな ります。

各法に支反するよ うなまきや、 冐民に策解を与え るよ うな監告が施術所の信頼を損ないｍ民の嘸。

康被害に繋がる万能性も否定できません。

地域保健法弟五条における これらの改善指導を行 う権℡を有する保彼所を設置してい る自 治体に

おいては、ｌｌ報対ちだけではなく 一斉点検や文書猊布等の適猫な施策によ って、保健所によ るいわ

ゆる あは き・ 柔整広告ガイ ドラ イン に違ぽする広告の改善指導を強 く希望し ます。

－２７　－

受ミ年大丿日　令和 ７年 ５万 ２８日





Ｗ愾第　　４７　　７（４吏康福祉委員会）

新型コロナウイルス等ワクチンについて

陳　情　者　　　堺市え区

新型コロナワ クチン被害者を支援する堺市民の会

鹿　を　美千代

新型コロナワ クチ ン被害者支援とＨＰＶ ワク チンの情報提供について

＜陳情事項ン

１． 新Ｍコロナワクチン被害者支援について

新型 コロ ナワ クチ ンの接種が始まっ て、 これまで多数の獵Ｒ応被害報告があがっ てお りま

したが、 ４年半経ったＥＱ在においても予防接種健康被害救済魑度の申請件数は更に増え廐けて

いま す。

新Ｍ コロ ナワ クチ ン予痛接種ｔ康被害救済制度（２０２５年７万２９日 ＥＳ在）

〈全国〉 ・累積進ミ受ミ件数１ ３，９７５件

認定９，２６０件、否認３，９２９件、 保回７件、未審査７７９件

・七二一時金又は葬祭料に係る件数

累積進ま受ミ件数１，７９６件

認定 １，０３ １件、否認６４７件、 保嘔Ｏ件、未審査１１８件

〈堺市〉 申請イ牛数５８件、ｌメｓＪＲ亡申 請件数９件

認定３５件、 否認１２件、 審査中１１件

死亡ｔ定４件、否認２件、 審査中３件

堺市での予防接種救済制度に関 しては、 昨年から担当課の方が、ＭＵ反応疑い報告があがっ

てい る方への調査のほ、救済制度の案覊を行 った結果、７名の方が救済制度 申請の意向がある

との事で した。

コロ ナワ クチンｍ反応被害にあいながら救済Ｍまのこ とを加ら ないｊ＝ｉがおられた とい う事

が凧らか とな りま した が、 反対に救済制度の こと を知 って いて も申請す るこ とを諦め る方も

おられま す。 それは、 なぜなんでし ょう か。

その一番の原因は、文書費Ｈｊ の負担が大き いと ・います。

２９



嘆。康被害救済制度に 申請する ため に心要な カル テや受診なＥ回書などが必Ｘであり 、それを

入手する には、鵞、篦がかかり ます。治稚費 もかかり 、生迅にｉＳ され、艾書戮を負社！する奈

裕すらないかもしれません。

これまで、コ ロナワク チン によ る４吏康被害救済Ｍ度に申請するために必Ｘな書類を入手す

るための文書費万ｌの支援を求めて きま したが、 市か らは、「予防接種健康被害救済制度の申

請嶌に、 を市機鶚から 診療録等の書類を数多 く入手い ただ く訃の９ｔａ 社！が申 請の負社！であ

るこ とはｔ識 していま す。 本市では予ａ接きの副反Ｊおに よるＲ康枝書紋粢に関する 大書費Ｊｉ目

の助成に つい ては 、本来ｍ にお いて制度化す るこ とが望ま しい と考 えて おり 、新型コ ロナワ

クチ ンの副反応や後遺症、 救済制度の現状に関して厚生労働省や大Ｒ府へ働きかけ、 要望を

行いました。 リ｜ き続き申請時の甎担軽減について働きかけを行います。」 とい う回答で した。

申請に必Ｘな書類 を入手す るための費Ｊ４ｊ負担が、 制度 申請へので肖担に なっ てい るこ とを認

識し てい ると の事ですが、 では 、文書Ｉ Ｈｊ を聡弘す るのが縦 しい力は どう すればいいので

しょ うか。ｍに働 きかけている との こと ですが、 具体自り にどのよ うな働き かけ を行い、 その

働き かけ に、 ＥＫＩは どの よう に回さしてい ますか？

国が文書費ｉの助成を制度化するこ とに対し、前自］ きな回答が留ているのでし ょう か？

制ま化するま でに どれ くらい賞翫がかかるのでし ょう か？

もし 国が文書料の助成の愾度化に鴉旭を示した場台、 文書料がでｎ ｍと なり 、申請で きずに

いる市Ｒはど うな るのでし ょう かＦ 申請を諦めろ と言 うのでし ょう か？

昨年８Ｒ定例会の陳情で、 コロ ナワ クチ ン被害者の医療費の支援を求めましたが、その時の

市か らの回答は、 「ワ クチ ン副反応によ る健康被害に対しては、救済制度があるので、本市

ち、自の治療箙の支援は予定していない。本市と しては救済制度の周知に努める」と あり まし

た。

救済制度があるんだから、 その制度を活ＪＴＪし ろ、 と言うのなら、その魑度に申請でき るよ

うに文書甎の攻。援を行う べき ではあり ませんか？

新登コロ ナワ クチ ンの副反応被害はを国にえんでいる ので、ｍが一律に文書料の助成 を行

うのが望ましいと は・いま すが、ｍがや らなかっ た場合ど うな るのでし ょう か。

堺市の対Ｎ心がきれる こと によ り、 申請が困難に なっ てい る被害者に対 して どの よう に考え
ｆ

られているのでし ょう か７

ＦＫ］への働 きかけを行いつつ、国に文書料助成制まがで きる までの鶚、堺市と して、文書科

の支援を 行っ てく ださ い。

２． ＨＰＶワ クチ ン（子官頸がんワ クチ ン） の情報提供について

ＨＰＶワ クチ ン（子宮顕がんワ クチ ン） は、 ２００９年か ら日 本国 ［大ｌで使用 され、２０１３年４ＪＩに
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定１接種化さ れま した が、 定期接種 した直後に多数の副反応被售が報きされたためた った２ヶ

万で積極白ＩＪ勧奨は中止にな りま したｏ

多数の副Ｒさ被害の報告が されてい るの に、 隻］ も製薬会社も 、被害者への救済 を行 なわな

かっ たた め、 ２０ １６年、 被害者約 １２０人がｍ と製薬会社を提訴 し、 全国４ヶ 所（東京 ・も古屋

大阪 ・福岡） のｔ方裁判所で現在も裁判が続いていま す。

現在 も裁判が行われている にも かかわらず、 ２０２２年４Ｊミｊに積極自り勧奨が再開さ れ、 キャ ッチ

アッ プ接種キャンペー ンまで行われました。

２０２２年４万か らＨＰＶ ワク チン （子宮顕がん ワク チン ）の積極 白りｂｌが再開さ れて から 、新

たな 副反応被害が報告 されてい ますｏ

接種勧奨再現後、 ＨＰＶワ クチ ン接種後の症状に対応する ため に国が指定し た協力を療磯

戛を新規に受診する患者が全ＥＥ］ で急増しているこ とが厚労省研究班の顎査でわかっており、

２０２２年４ 大Ｊ の勧奨再開後の２年９ ヶＪＩ間 で新規受診者数は 計５４５人に上っ てお り、 患者数は現在

も増え続けています。

奈「ＨＰＶワ クチ ンの安を性に関する研究」 研究代表者　岡部 信彦

ｈｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍｈｌｗ．ｃｏ．ｊｐ／ｃｏｎｔｅｎｔ／１１１２００００／００１３８４２８７．ｐｄｆより

薬害 オン ブズパー スン 会議 とい う回体か らＨＰＶ ワク チン に関する 要望書がいく つも 厚労省

に提ｉされています。

「ＨＰＶ ワク チン のキ ャッ チア ップ接種の問題江」よ り抜粋（２０２３．ｎ ．２３）

・ＨＰＶワク チンは子宮顕がんその ものを予防する効果は証回されていない。

・ＨＰＶ ワク チン に深刻な 副反応がある。

①　 朱口覚に 関す る症４犬 （頭やＳ、関節な どの羝み、ち覚が鈍い、し びれ る、 孔に 胞す る過

敏な ど）

②　ミ動 に関 する き４犬（覧力 、歩行ｍ 難、 万万きミ動な ど）

③　自律神経などに鶚する症状 （覧戔、感、 めま い、 幕気、ＷＫ障害、 万Ｒ異常など）

④　匐泌磯むに関する症状 （記憶懾害、 学習ｔ欲の低下、 計算ほ害、集中力の低下な ど）

など多様な隹状が一人の人にま なっ て祖われると いう ほ刻な胤反応が生 じて いま す。

・副反応に対する治療法は確カｌしていません。

・キャッ チア ップ接種でも新たな被害者が范ています。

重篤な獵孤立ヽがおこ り、 １０年い、上、副反応に苦 しんでいる女性がたく さんおられま す。そ

んな リス クの ある ワク チン です。

ワク チン についての情報を しっ かり と接種を考る 方に リス ク、 デメ リッ ト情報な どを周知

する ため に、 八下 の内容を 要望いた しま す。

（１）ＨＰＶ ワク チン （子宮顕がん ワク チン ）のｍＲ応被害件数を 、ＨＰに掲載 して くだ さい。
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氛在、堺市の副天心疑い報告件数を掲哉 して いた だいてま すが、金目の件数 もあ わせて掲

載し てく ださ い。

現在、掲載さ れて いる ＨＰＶワ クチ ンの副反応疑い報告を 、ＨＰＶ ワク チン のペ ージ に掲載

して くだ さい。

（２）添付文書に書いてあ る大やＪな愧報をＨＰに掲載してく ださ い。

・効能又は効果に鶚連する注意

５．１　 ＨＰＶ６、１ １、 １６、１８、 ３１、３３、 ４５、５２及 び５８型 Ｊｊ、外のＨＰＶ感染に起因す る子宮頸

癌又はその前を病変等の予防効果は確認されてい ない。

５．２　 接種慨に皀染が成之してい るＨＰＶの排は■びＲに生 じている ＨＰＶ関嵬の病変の嵬

行予防効果は期待でき ない。

５．３　 本剤の接隻は定期 白り な子宮頸癌検診の代わ りと なる ものでは ない。

５．４　 本剤の予防効果の持続期回は確力ｌ していない。

・重要な基本的注意

８．５　 発生機体は不明である が、 ワク チン接種後に、注射部位にｍＭ しな い激 しい疼痛

（筋 Ｆち痛、 関節痛、 皮囑の痛み等）、 しびれ、 ℡力等があらわれ、長期回症状が

持続する鴨が報告されているため、 異常が認められた場合には、神経学自り ・免疫

学白りな鑑別診断 を含めた菟切な診療が虱能 なＫ療機関を 受診 させ るな どの対応を

行う こと。

・重大な副反応

１１．１．１　過敏隹反応（アナフィ ラキシー （頻度不跼） 、気管ま：痙攣（頻ま不明）、 懾麻

疹（頻ｔ不回）等）

１１ ．１．２　ギラ ン・ バレー症参ミ群（頻縦：不爲）

回肢遠位から 始ま る弛緩性麻痺、Ｒ反射の滅弱な いし消失等の症状があ らわれ

た場合には適切な処■を行うこ と。

１１．１．３　包小板減少性紫斑病（頻度てｍ）

紫ＭＥ、 鼻弘皀Ｌ、口腔粘膜羝皀Ｌ等の異常が認められた場合には、乞液検を等を実

施し、適切な処置を行うこ と。

１１ ．１ ．４　急性散在性Ｍ脊髄炎（ＡＤＥＭ）（頻度不明）

接種後数日か ら２ぷ問程度で発熱、 頭痛、痙攣、 ＩＥ動障害、 意識障害があ らわれ

るこ とがある 。本症が疑われる 場台 には、ＭＲＩ等でなき し、 き祖Ｊな処ｔを行う

こと。

（３）現在、 ＨＰに掲載さ れて いる 、ＨＰＶ ワク チン の推奨動画を 、す ぐに取り 下げてく ださ い。

動画の中で子宮頸がんは、 若い人のがん、若い人に増えている と子宮顕がんへの恐怖をあ
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おり 、検視をち、く勧めています。

また、副反応に対して、心因性だとする鸚容があ りますが、現在、 実際に副反応被害者を

診察 し、 治療を行っている神経難病や免疫疾患・ Ｓ炎脳症などの専ｒり家た ちが、「心因性な

どではな く、 免疫介在性の神経障害」だと裁鸚で証言しており ます。

ＨＰＶワ クチ ン（子宮頸がんワ クチ ン） は、 任ｔです。ワ クチ ンを接種する かど うか を幤。」

断するために しっ かり と、 ワク チン に鶚する情報を公平に、リ スク やデメリ ット の情報も掲

載して下 さい。

新型コロナワ クチンの時に、リ スク、デメリ ット情報の掲載は、をすぎる情報提ｍでし

た。 副反応被害者の方が、 「リ スク やデメリ ット 情報を知 っていれば、 接種 しなかった」と

言われて まし た。

このＨＰＶワ クチ ンに 回し ても 、リ スク 、デメリ ット をし っか りと 掲載 して くだ さい。

他の定期接種のワ クチ ンよ り、 副耳立固スク の高いワ クチ ンです。 子ど もまが接Ｒするワ

クチ ンですか ら、 ・１麌重に検討で きる よう 、しっか りと 殱報を周加してく ださ い。

３３－
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售殱第　　４８　　昜（健康鼈、祉・ 文教委員会）

行政にかかる諸開票について

陳　情　者 堺市ｊヒぼ

いづみ保育回保護者会

会長　Ｕ」 本　千　絵

全国福祉保育労働組合大阪ｔ方本部

コスモス分会いづみ保育園班

班長　吉　積　　　妙

陳情の内容

はじ めに

日なより 、堺市民が暮らす七亂社会の発展にご尽力いただき心より 感謝申し上げます。さて、昨

年２０２４年の日 本の鵬生数は６８万６，０６１人な り、 初めて７０万人を割り まし た。

日本全体が直面している少子高齢化と、 人口減少の問題は、地域社会の活力を低下させ、 将来に

わた る生産人口数や、 年金問Ｍなど、様そな售題を突き付けていま す。

堺市において も、 南ぼの減少き度が顕著になるな ど、 市を体で も若年■の流払が続いてい ます。

また、を価高ほが進み、子育て４せ帯のみな らず、全ての市Ｒ生活が極めて縦しい局聡に直面して

いま す。 食料品、 エネルギー、 日鳬品な ど、 あら ゆる ものの価格が上昇の一途を迪り 、家計へので肖

担は限界に達しつつあ ります。 特に賃なの上昇が物価上昇に追い付かず、日 々の圭活を維持するこ

と自体がｉ難な状瓦に陥っている世帯も少な くあ りません。

就慘前教育施鼈に集う こどもまのをやかな育ちは勿論のこ と、 誰もが住みよい街づく りと、海域

社会の持続万能な発展と、 市民の福祉鸚上を願い、χｊ、下の点について貴Ｒのご高Ｅをあり たく 陳情

いた しま す。

大変お忙しい中を縮ではあ りますが、ご審議いただき ます よう ・し くおＳいいた しま す。

＜陳情事項ン

健康福祉委員会審査分

１． 任意で行つている予防接種のな費助成制度を創設 して ください。
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保育園で はＯ歳児から集回生活をし てお り、 まだ病気に対する免疫が十分に備わ っていな

いた め感染症にかかり やす く、 また集け１生きと いう こと もあ りなまにｔ染が拡大してし まい

ます。有獵者会議の結果を経て 、Ｋ学的 ・科学白りな観点から 、接種す るこ とがｔま しい と判

断さ れな ければ任意接種ワ クチ ンの定期接種化は難しいこ とは ３１解し てお りま すが、大阪府

下に おい ても 任意接種 ワク チン （イ ンフ ルエ ンザ ・ム ンプスウ イルス等）の接種に対 して前

成金 を支ぶし てい る自 ｉ台体は複数見受けら れま す。 また 、堺市と して も高齢者 に対 して のイ

ンフ ルエ ンザワク チン の接種に対する助成を施策 とし て実施いただいている とこ ろでありま

す。 このこと から、まずは現在堺市で実施いただいている イン フルエンザワ クチンの接種に

対し ての加成が象 を高齢者のみ なら ず、 高尚者と 回じ よう に免疫力が弱 く、 Ｓ染すれば重症

化しやすい未就学兄や ノｊヽ学生に 拡大 して いた だき 、段ほ的 に接種対象年齢、 接種対象 ワクチ

ンを拡充していく といった・Ｚヽ１助成制度の創設をご検討いただきたい。

２． 堺市の事業で副食材９を完を無償化にしてく ださ い。

大Ｒ府下も含め、 を国白りにｔの自治体ではｇ護者の負担軽縦や、 事務作業の負ｍ軽減等を

ＳＩ ＢＥＩに 副食費の無償化か実現 されてい ますｏ堺市と して も、 所得制■のな い第二子 ｊ２Ｊ、 降の保

育料無償化を市独 自の施策で実施いただいており 、こ の施策については非常に素晴ら しいも

のである と考えており ます。しかしながら、 昨今のＳ価上昇に より 子育てｔｔｔ帯への戮担はよ

り大 きく なっ てい るた め、 さら にも う一歩Ｓみｉ！み、副食村費の実質甎担では なく 、所得鼈

Ｒな しの全唇。帯完全無償化の施策をご検討いただき たい。

３． ０歳児の急激な定戮割れ解消のため補助金を創設 して ください。
｜

Ｏ歳児のお激な定員割れに４牛 い、 竟。中入園を 受け入れるた めの手力ｌて とし て途中入所（ 園）

Ｊ４策事業を検討 して ください。堺市においても子どもの数は減夕 し、 社会白り にも 育・休業Ｍ

度のｌｉ用が広が り、 保育施設ではＯ歳児の定員割れが問題と なっ てい ますｏ

年度肖初 にＯ歳児が定」戮割れであ って も１歳を 目途に預 けた いニ ーズ は高 いた め、 年度途中

の入園を見Ｓして保育士の確保が心・です。 ｏ歳兄のこども達を受け入れた くて も保育士の確

保が出来ず入園を 断る ケー スも あり ます 。結果と して 、Ｏ歳児での入園 がぷ 來な い事から １歳

まで多く の新入園たが入る事が数年縦いています。複数の他市では、すでにネｉＢ前まの創ａが

行われて いる と聞いていま す。 途中入所ヌｔ策事業を堺市でも検討 して くだ さい。ま た、 子ど

もの減少 に伴 う中 での補助をの あり 方に つい ても 、１１営事業者が継続 して ｌｌ営で きる 財湎、確

保ができ るよ うに市と して ｌへ働き かけてく ださ い。

４． 補助金を削減する のではな く、 見直 しｔ充を して ください。

保育士不箆。の解消は長年の課Ｓであり 、な務です。 令和３年 の財政危機宣言を 受け、令和４

年にｉＭされたｌｌ前金の見直しを して ください。これまで補助金とされていた保育教Ｓ等充

実１１１０費 の加Ｅ上■人数が削減 され、休ち淘、得４１１１進支１１事業の廃止、 ｔｊ縦Ｓ動、 子育て支援

３６



事業の削減な ど、 施鼈にと っては補助金額が減少 し大変厳 しい４犬況と なっ ています。ま た、

資格職であり なが ら他職種平均給与に対 して大幅な回 きがある 若い保育士に とっ て、 未来を

担う こど も・の育 ちと 氣に 自席 の育 ちを実現する ため に、 堺市でも 加自 予算 にて補助金の増

額を して くだ さい。大阪府のホ ームペー ジで保育士と して働き たい人への支援情報の掲載を

見て も、 回じ大阪府下で、 他市は魅力あ る保育士の働 き方改革推進事業や補助金の拡充がす

すめ られてい ます。

堺市 でも 他市鶚様 に、 保育士の確保 ・定着に繋が る、 補助金の拡充や、 新た な補助金創設

などをし てく ださ い。

５　 堺市独自 のを営補助に よる髱置基準の継続と さら なる拡充を行って くだ さいｏ

朝夕は子ども の人数に変動はあ りますが、朝は子ども の健康状態や様子を視診し、保護者

から の子 ども の聞 き取 り、 保育の準備、 夕方には子ど もの様子 を伝えた り、 保護者と 話をす

る大やＪ な時回です。 お逼えが１７時孤降を 過ぎ る家庭も 多い こと や保護者支援 を求めら れるこ

とも益４増えてい く中で朝夕の嶌鶚でも保護者の対応や関わり をよ り丁寧に羝来るよ うに堺

市独自で保ｍＥを して ください。

１歳児ク ラス は従前か ら堺市独 自に 猊置基準 を５ ：１ とし てＥ置し 、ｍ にお いて も５ ：１ に改定

されたと ころ です が、 年・をＥ慮を要す る子 ども が増 える こと や、 こど も■への より 丁寧 な関

わり をするために も更なる改善をｔみます。

３歳児も 現行Ｅ置基準 は１５： １ですが、堺市独 自に １０ ：１ の基準を 設け るな ど、 髱慮 を要する

親子 を含めて、よ り丁寧な支援がで きる よう な髱置基準の改ｉＥを望み ます。

４・ ５歳児ク ラス は国のＲ置基準において、 ３０ ：１から ２５ ：１ に改善がされまし たが、２５人に

満たない場台でもまをＲ慮等台め、 こどもミのよ りＪ１いＲ育をめざすために、 多く の保育現

場では回の努力でもう 一人職員をＥＷしているのが現実です。 実態をほまえたう えで、保育

指針 に謳われてい る、 より 良い保育が実施で きる 保育士髱置の実現 に自］け て、 堺市 とし てＥＥ］

に現状を伝えていただ くと とも に、 堺市として先行してＥ置あ準を実態に即 した ものに攻善

して ください。未来を担う 子ど もた ちです。 保育の充実を 回り 子育てしやすい街づく りをお

願い しま す。

６　 現行のま まで、こ ども 誰で も通園制度を実施 しないで くだ さい。

こど も誰でも ｊｌ回制度が導入 されるミ Ｆ４ヨ１ の１つである Ｏ歳～３歳未満のいる 家庭にお ける七Ｌ

した育児 を解消す ると いう 趣旨 はと ても 大切 なこ とです。 その上で、安全な保育 を確保し、

「保護者 とと もに子ど もの育ち を支えて いく ための制度」 とし て、 Ｏ歳～３歳未満の乳児 を含む

子どもを短時回預かるためには、経験ある保育士が担当する必要もあり ます。保育現場では保

育士不足の回題が解決されてお らず、こ ども誰でも通園制度が実施されると 、よ り一層保育士

への戮担が大きく なり ます。食事面において も、 鷦鴇` 応がア レルギー児の場合は、 より 丁寧に
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髱慮を行 う必要も あり ます。祖行の一煥預か り事業の補助金では十分な人員がｔ獸で きておら

ず、 専ｍ室を持っ ていない園も たく さんあり ます。従来の保育体愾のも とで定員のききを活万ｊ

する場合、保育者や在園児、鷦箟児童に とっ ても 氣担が大きく なり ます。こ ども 誰で も通回制

度を実施する には、それに見台った実施体鵯を整えら れる よう に、 専任の保育者を髱置す る事

や、 十分に人員を配置でき る補助金を創設してく ださい。

現行のま までの「こども誰でも通園制度」は実施しないで ください。

７． 常勤の保他業務専任の看護師配置を基本とした予算を計上して ください。

保育回設■基準において、 現行、看護師、保健師のＲ置は義務ではあり ません。 努力 目標

として「看護師を置く ことが望ましい」 とされています。

堺市では看護自ＵｊＥ置に際して、 万額５万 ＰニＪ。 年回６０万Ｐ二ｊ の補助金となっていま す。 別途、ＩＬ

児ク ラス において、看護師を保育士 として換算するこ とができ る代替の補助金制度がありま

すが、看護師と、 保育士には、 それぞれの専門性があ りま す。

堺市に驚接し、回 じく は令指定都市の大阪市では、２０２４年度か ら、 試飲等緊急対応含めた

安全 ・安心な保育に鸚けて 、看護師専任Ｒ飯補助金と して５５０万円の補助金が創設されまし

た。 堺市との年回補助金格差は４９０万Ｐ二Ｊに なり ます。

保育士、 看護鴇のそれぞれの専ｒＭ生を いか した業務を行うために は、 代替え補助金ではな

く、 保育士は保育士配置基準と して の配置。 看寢師は保他業務の専ｎ性をいかし た専任業務

がで きる よう に、 Ｗ齔業務ｌｉ任Ｒ置ができ る補觜金にしてく ださ い。

８　 おむつた理費無償実施についてＲ回回で も実施してく ださ い。

保護者の甎担軽減を行 うこ とで、こ ども ミと 関わる為戛がをかにな るよ うに、それぞれの

就学前施鼈で保護者戮担軽４策を検討しています。なｊＺ こど も回では、２０２５年度か らおむつ

のサブス ク事業も 実施をさ れた とこ ろです。 おむつの持ち帰り について も、 衛生面の観点な

どから、 各回持ちｍしで、 おむつの処ミ費を工面するなどしています。

な泣ｌ・ 民鶚ではなく 、堺市に暮らす回 じこ ども 遂に対する手・て として、 おむつ処ミ無償

化を 民鶚園で も実施し てく ださ い。

文教委員会審査分

９． 大学 までの教育費 を無償化にし てく ださ い。

物価高騰に賃金上昇がｉａい付いていない昨今、 ｍ帯収入が増えず子ど もにかける教育費の

見通 しがをたない家庭が増えており ます。　 ２０２５年度から大学無償化制度も 開始されますが、

万象き帯 は３人罧上の多子ｍ帯のみであ り、 また第一子が就職等で扶養から外れれば第二子・

第ミ子は笂象から は外されてし まう 等、 対象茎はｍ定自ＩＪです。 教育費万ｊを ‾Ｓ包に学業 を断兔

せざるを祖な いこ とがない よう 、こ れか らの将来 を社！う 子ど もた ちが白包に自 ４の人生 をミ
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択で きる よう に、 大学 に至 るま での教育費無イ寰化ま たは礁助の拡充を 国に検討いた だく よう

堺市から働きかけていただきたい。

－３９　－

受万年万 日　 令和 ７年８Ｒ１日





陳情第　　４９　　号（健康福祉　文教委員会）

放課後施策について

陳　情　者 堺市北［Ｘ

堺学童保育連絡協議会

会　　長　ＥＨ　中　剣　太

事務ＳＲ　松　芬　有　紀

陳情の内容

平素は堺市の攷課後曼氤健を育成事業（猖、後、 学童保育事業）にご尽力いただき、 厚く 御キＬ申し

上げます。

私た ち、 堺学：夐凧湖を絡協議会巾、下、学保ま）は学童保育に子ども を預ける保護者と聡導員が

『子 ども たち に豊かな放課後の時戛を過ごしても らいたい』と 集ま り、 活動 して いま す。

全国恂に学童保育のニーズは年万増加してお り、 現在は堺市においても １万人を超える児童が学

童保育を利万ｊし てい ます。しかし利ｍ児童数が増え続け るな かで 、２００ｔｌ や３００もを超え る超大規模

化ル ーム の問題、 指導員不足。の問き、 専ルｊま確保の問題はを市 なり な改善が行な われず、 長年 にわた

り課題を抱えたま まの状秕です。

子ど もた ちに とっ てかけが えの ない放課後を 安全 に、 楽し く過 ごせ るよ う、 また働く 保護者が安

心して子ども たちを預けられる よう 、訌下の項目 を陳情いたします。

誠意ある ご回答を よろ しく お願いい たし ます。

＜陳情事項ン

健康福祉委員会審査分

１． 堺市子ど も子育て会議への学童保育関係者の参画 につ いて

昨年度実ぬさ れた 「堺市こ ども 計画 （案）」 に対するパブリッ クコ メン トで は、 １２３人２１６

件の意見が寄せら れ、 そのなかで放課後施策に関する意見も多 くｍ されました。 放課後施策

の拡充を 求め る声が高 まっ てい ます 。現在、 堺市 １大Ｊで は１万人 を超 える 児童が学童保育を 鷦箟

して おり 、今や共働き 家庭やひ とり 我家庭に とっ ては なく ては なら ない存在です 。子 ども・

子育て支援に関する心要な事項等を調査審議する重要な役割を持つ 「堺市子ども ・子育て会
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議」 において、学ｔ保育関係者が参画で きる よう に参加枠を鼈定してく ださ い。

文教委員会審査分

２． 事業者き定について

現在３～５年 ごと に行われてい るミ営事業者のぬ募型事業者き定につい て、 ２０２２年度 に実施

された際には 「価格点 ：技術点」の Ｊ七率が 「３０　：　７０」であっ たの に対 し、 昨年度は 「５０　：

５０」に変更されてい まし た。 この こと について、前回のＷ情書では「堺市委回七業務に係る 鼈、

合評価一般競争入社実施マニュ アルで基本と されてい る５０９６に変更 して も、 事業の「質」は

確保でき ると 判断 し、 評価の割合を 変更 しま した 。」 との 回答 を頂 きま した が、 ２０２２年度八

び２０２４年度の人才し結果の・リ 、価格面において入札額が一番低い とこ ろがをて満点 とな るよ

うな しく みである な上 、５０　：　５０　のよヒ率が及 ぼす影響 は大 きい と感 じま す。　Ｊ２Ｊ、前の よう に技術

点を 重視 した よヒ率へ戻し てく ださ い。

また、今年度のＳ定対象は のびのびルー ム４８校、堺つ子 くら ぶ６校であり 、非常に大規模な

事業者選定に なる こと が予想さ れま す。 昨年度のミ定対象 とな った堺つ子く らぶ５校について

は、 この １０年回でミ営事業者が３回も 変更 とな りま した。も しも 回じ よう なこ とが今後繰リ ｊＥ

された場合、 堺の指導員不力１ は更 に危機鬯な状菰に 陥る と考 えま す。 競争性、 な平性を確保

する 観点 も大切ですが、そ こで働く 指導員や毎日 の放課後を過 ごし てい る子 ども たち の声に

しっ かり と耳 をが け、 継続性、 安定性を重視 した事業者選定へ と実施方法を見直 して くださ

いｏ

３． 指導員の配置について

指導員の深刻な人数不Ｒが解消されないまま です。Ｒ虐が心要な児童に対する加Ｒ指導員

がえ りて いな い、 ｔな 欠員 や病欠に よる 指導 」氣のあ本Ｒｔがえり てい ない 、と いう こと が複

数の ルー ムで起こ って いま す。 仕様書に おい て「障害等の ためｙ竃を要する児童の在籍や安

を管ミ上必・な場台等に伴 う業務従事ｔの迄加Ｒ置については、を往者が心まと ｔめた場を

につ いて行う もの とす る。 」と あり ますが、 実賢には ｉａ加髱ミは 困難な状況と なっ てお り、

支援課と して も「」営事業者に よる 指導員確保が篤難な実情を 踏ま え、 配置 を義務付 けるこ

とは 翦難」と の回答（令和６年５ＪｊＲ・１１第 ３６鴛） を袰いて いま す。 ■す るに指導員Ｒ置がたり

てい ない状Ｒ をミ営事業き もま援課 も見て見ぬふ りを して いる よう な状菰が長い 回に わたっ

て続いており 、そのこ とに よる 影響が子 ども たち にしわ寄せと なっ てい ます。何かが起こっ

てか らでは手號れです。ｍ導員の迄。加髱ｔについて、市の責任でｍｋする よう に、 仕様書を

変更 して くだ さい。

－４２　－

受ミ年万 口　 令和 ７年 ８Ｊモ１ ４日



Ｗ情第　　５０　　や（産業環境委戮会）

演劇祭について

陳　情　者　　　堺市回区

堺ｍ際市Ｒ劇団

木　ｔ　　　環

渕　 上　 哲　也

アジア青年湊劇祭 （２０２６年６丹回催）を堺市の事｜化ヘ

陳情のＦ大ｉｌ容

２０２６年６ヂモＪに堺市で開催するアジア青年演氤祭を堺市の共催事業と して取り 組んでいただきた

く、 陳情いた しま す。

アジ ア青年演劇祭 は、 ２０ １７年に シン ガポ ール の刮 目Ｂｕｄｓ　Ｔｈｅａｔｒｅの呼びかけでは じま った 、ア

ジアの青少年を演氤をｊｍ じてｍ界をけんリける リー ダーへと育成する国ほプロ ジェ クト ですｏ毎年

参加国の持ち 回り で回催さ れ、 これまでＡＳＥＡＮ諸国を 中心に、 ヨー ロッ パ諸国も 含め１６か［Ｅ］が参

加し、５０万人を超え る若者に影響をあたえてき まし た。

他の演氤祭や交流イベント と大きく 違う のは、若者たちが各国の伝統文化を学びながら、 現代白り

なテーマに基づいて、 演劇作品を創作し発表する ことです。若者たちは、他国の文化との違いと共

ｊｌ性を 深く 知り 、それぞれの国が抱え てい る課題を 共有する こと にな りま す。

堺国際市民劇団は２０１９年よ り、 日本代表として参加し、毎年日 本の若者を演劇祭に派・し、大き

な成果をあげてき ました。 そして、 ２０２６年はついに日本をホス ト国 として、 この堺市で各国の若き

文化的リ ーダー１～２もずつを集めた台宿プログラムが開催さ れま す。 堺市は言 うま でも なく 、ま史

的に東南アジア售国と深い結びつき をも ち、 その交流から茶の湯をはじめと した日本文化の礎を生

みｍ して きま した。さかい利ぬの杜や寺社仏閣を訪問 し、 堺の職人やき術家とｍ会い、堺の文化体

験し学びます。その成果を活かして舞台作脆を創作し、堺市Ｒの前と、 帰ｍ後には自国民の前で作

屁発表を行います。

これは堺市に とっ ても大き なチャンスです。 インバウ ンドとい う視鰥で も、 京都 ・大ほ・ 神郛塲

に埋もれない独自の魅力が堺にある こと を、 参加国のアーティ ストや一般の方に もア ピールできる

でし ょう 。ま た、 次の時代を背負う 兔蒭の若者たちと 、堺の若者たちが飛、いレベルで結びつ くこと
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は、 何に も代えがたい財産とな ります。

この よう にア ジア青年演篥祭は現在から 未来 にわ たっ て大 きなｔ義 を持つ事業ですが、私たち堺

目際市民劇団 は」ミ間の一割回に菟ぎま せん。多 くの方の協力 を必要と していま すし、こ の機会を最

大Ｗ。に活か して、堺の価値を高めるには、 堺市の助力が心要不ぢ欠です。

堺市の氣催事業と して、ア ジア青年瘋劇祭を推嵬する よう 、堺市議会で取り 上げていただけない

でし ょう か？

ご検討を よろ しく お願いい たし ます。

４４

受ミ年万 日　 令和 ７年 ８万 ４日



陳情第　　５１　　号（建設委員会）

Ｑ共交ｌｉについて

陳　情　者　　　 堺市南Ｌ左

桃ＬＬＸ台の暮ら しを考える会

え　蒭　真佐子　他３００佑

路線バス減便の回復を 求め るについて

下記の事項の回復を求める 今回分３００ 人の署‰を添 えて陳情 しま す。

（前回分 １，０１６人提芭）

陳情のＦぺｌ容

南海バス は、 ２０２４年１０ＪミＪ ７日 から堺市６路線を瘋便にしました。

栂・ 美本多駅～津久蒭駅（桃Ｌχ＿１台経由）のバスのミ行も対象になっています。 南海バス は、 「乗

降客数が少な い、 乗務員不え、 採算が合わない」等のミ包で、 液便にし まし た。

市Ｒのえの中核を担う路線バスがダイヤ改ｉＥ後、午前１０時台～午後３時台になり 、特に髱夕の盍

勤・ ・学をしている人や病院ｉｍいの人等、 交ｊｌの手段があ りません。非常にちっています。

また 、住民の高齢化が進み、猛暑の 時、 バス 停に屋根がな いた め倒 れた方も おら れま す。 バス停

に屋根とベンチをお願いし ます。

策情書の回答を頂きま したが、 リ｜ き縦き堺市と して、交・事業者と連携・ 協働 し、 公武交ｊｌの利

便性鸚上の取 り組みを よろ しく お願いいたし ます。

＜陳情事ｇｉン

１． 裕一 ・美本ＩＲ～津久回・Ｅの減便を万元に戻してく ださ い。

２． 堺市は住Ｒの箆。を守るための財政支援をしてく ださ い。

３． 各バス停に屋根とベンチをお願いし ます。

４． リ｜ き続 き南海バスに働き かけて頂 きた くよ ろし くお願い致し ます。

－４５　－
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Ｗ情第　　５２　　昜（建鼈委員会）

長曽根団地について

陳　情　者　　　堺市ｊヒぼ

堺市営長唱歌団ｔ管ミ組合

会長　南　野　徳　雄

谷　ＪＨ　　　眞

長魁枡目地の大規模修繕等について

陳情の内容

ぬ営住宅法ではその第 １５条で 「事業圭体は、常にな営住宅及び共回施設の状菰に留意し、その管

ミを 適‾ｉＥ かつ合ミ自り に行 うよ うに努め なければなら ない。」 と規定し てい ます。

国土ダ盍省は 「な営イ圭宅等長寿命化計画策定ｍ針」 を示 し、 さ自 治イおな どがその計画を作成して

な表 して いま す。 その 目恂は、 住Ｒが安をで安心 して暮ら せる住環境を確保 し、 な営住七の質 を自］

上させ、 将来の人口減や高齢化、ｍ帯構成の変化を見据えた需要に見合った公営住宅を維持し供給

する こと でし た。

堺市 もこ の指針に沿っ て市営住宅を寿命化計画を 策定 し、 ホー ムページで公回し てい ます。しか

し、 この堺市の計・には大きな鶚題点や予盾があ ります。

一殯を端的に示すなら、外壁修繕については、修繕周期を 「おおむね２５年　ただ し、 日常点検等

において必要が生 じた場台は翫時」 「ＰＤＦ ｒ堺市営住宅・寿命化計画」４０ページ、猖、下ＰＤＦとの

記きはこの計画のこと を指す） としてい ますが、 具体白りな計画をみる と、 １９８６年に竣工 した中区の

ｊヒ深井団ｔは外ま修繕の着手予定時期が２０２５年 とな って いま す（ＰＤＦ４４ペ ージ ）。 これでは竣工

八束２５年周期と した長寿命化計画がな んと 本格的外壁修繕は３９年に もな りま す。 百舌鳥団地の場合

は１９９２年竣工で、 外壁修繕は３４年を超える ２０２６～３０年の計回と なっています。

萢長喩根団地 （１棟と ２棟 を中心に して いま すが、管ミ担甄の指定管ミ危が緊の３棟にも 甄て はま

りま す） については後をして詳 しく 触れます。が、簡単に指摘すれば、 建物の劣化が進んでいるに

もかかわ らず外壁修繕 も屋上防水工事も ２０３０年ま での修繕計画に該肖してい ません。 これでは法１５

条の 「事業主イ４こは、常に公営住宅八び共回施鼈の状菰に回意し、その喩えを菟をかつをミ白りに行う

よう に努めな ければな らな い」 に反 して いる と言わな ければな りま せん。ま して や、 長旭根回地も
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すでに２８年 目を竟えてお り、 修繕には待っ たな しの状態 とな っていま す。 なお付け加え ると 、長魁

枡目ｔ１棟と 回じＳＲＣ構造で１４階建の『切嗷丿匹団ｔは竣工後２９年での外ま塗懴と 屋上ａ水の全面修

繕を 行つ てい ます。

な営住宅は国から も資金が投入されている堺市民の共有則‘産です。その大規模修繕がお ぎな りに

なる こと はｍ費を無駄にし、堺市民の共有財産を損失させるこ とに もな りかねません。適切な時期

での修繕を実施するこ とで住宅の残存価値の低減を緩和し長寿鋤化計画の本来の 目的に沿うこ とに

なる と指摘し てお きま す。

参考ですが、 ｍ土交・省の氛査によ ると民鶚分譲マン ショ ンの大規模修繕の周期は１回目 は１５年

目に、２回目 孤降は１５年Ｊ２Ｊ、 鸚と している とこ ろが多い結束となっていま す。 それは資産価値の低減

をできるだけ抑えるためですが、ぬ営住宅にあっ ても 、良質の住宅を長期に維持する こと は堺市」ミ

の共有財産である ことから、基本的スタ ンスは分譲住宅と 回じであっていいはずです。

長魁敬団覓管ミ祖台に大きする もの は、 この回地が住みよ い快適な 団地であ るこ とを心よ りＳつ

ていますｏそのために は、 堺市の長寿命化計画は実り ある もので、 住民の願いに沿う ものであって

ほしいと 考え てい ます。こ のた め、 散点にわたっ て私たちが希望する改善点について、真摯に検討

されるよ う切にお願い しま す。 このＷ愾書の Ｆり容について関係部署の回答をお願いする とと もに、

その回答についての住Ｒへの説回会 （意見交換会）の戛催を求めます。

今回は長鼈歇団地管ミ祖をの単独のＷ范とな っていま すが、多 くの団嵬の■望な ど知 るために年

に１回で も各団地管ミ組合代表を集めて、意見交換会を鼈定してく ださ い。 各団ｔの要望 を集約す

るこ とで市営住宅の問Ｒ点を集約するこ とができ 、ま た、 市からの住宅施策の方針説明の場に もな

り、 問ミ解決への近道になるこ とが万能にな ります。

＜陳情事ｇｉン

１． 外樫Ｅの現状は、 回じ よう な時期（前後め５年鶚唇荒）に竣工 した団竟とＪ七べても 著し く劣化

していま す。 萢団覧の外まのク ラッ クが他と よヒベて多く て大 きく 目をつのは施工時にむなした

生コ ンク リー トの性能に起因するのではないと考えられます。 しかもその中にはクラ ック から

染みふんだ水によ って鉄筋腐食が進んで、壁表面に赤 く滲み羝ている事鴨が 目視 した回じ時期

に竣工し た団ｔと Ｊ七べて もと倒自りに多いのです（他では稀に見かけ る程氈） 。樹篦を使っ てさ

たの修ま もしてい ますが、 その樹篦が鶚入さ れていな いま まの クラ ック も多 く見戞け られま

す。 また、次に大きな地笈が発生すれば、このク ラッ クが大き くな って コン クリ ート の破損

すら起き かねない と懸念します。鉄筋腐食の進んだ当団嵬外まへの効果的な修繕を行うこ とは

待っ たな しと なっ てい ます。ま た、 外壁その ものの汚れも 目をつて きて いま す。

この よう な事態をな・する こと は「管ミを適工Ｅかつ含ま自り に行 うよ うに努め なければなら

ない」と いう 法の規定から も、 長寿命化計画から も逸Ｅしてい ると 言わなければなり ませ
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ん。 「お おむ ね２５年」を 菟ぎ てい るばかり か、 長唱歌団地の夕Ｖ齔修繕が悵寿命化計画から 夕ｔ

されているため、 ２０３０年Ｊｊ、ほになるぢ能性があっ て、 竣工後本格白り修繕は３４年を加えてしま

い、 「長寿命化計回」 で薑つた 「おおむね２５年」を大き くオーバーしてし まい、建物の維持

管理１の経済白り なでａｍは大 きく 膨ら むこ とに なり ますｏ

また 、ね えて いる 問顎。に 関し てい うな ら、 指定管ミ者に任せてい る日 常点検等で改修が必

要な しと判断されたのでし ょう か。 答額の費ｍがを生するから こそ市の専ｒｊ職員や第３者の建

策士等が施工後２５年 より 数年前から〈劣化診断〉をすべき責任がある事案だと考えます。ま

た、 外壁など大簇横修繕はミ設年まからのＲきり ではなく 劣化の激しい とこ ろから着手すべ

きです。

参考 までにや乱す ると 、な 白り賃貸住宅での外ま修繕の鎬期は我４ で調べた とこ ろ、 ＵＲ＝１８

年を めど、大Ｒお往宅な社＝２０～ ２５年、 大Ｒ府営＝基本２０年、大Ｒ市営＝２０年、 東大Ｒ＝２０

年、 吹日ＥＩ ＝１ ８年、高槻＝２０年と なっ てい ます。堺市が一番周期が長 く、 それすら も守 られてい

ない のが実愧です。（注） 衛ｍ都市 は人口の多い とこ ろの み調べて いま す。

２． １、 ２棟の傾斜屋根の防水工事については、 ７年ほど前の台風の後に足場を継んで一部損傷の

ある部分の修繕を されています。しかし、すでに外壁と回 じよ うに２５年を経過していますか

ら、 再度点検をお願い しま す。 ただ、傾斜屋根の補修のた めに わざわざえ場 を組むな らば、そ

の時に外壁の修繕を鴇時に実施すべきだった と言えます。 経獸的に も節約できたはずですか

ら。 また 、ゴ ミ置 き場の屋根や １、 ２棟のエ ント ランスの部分の陸ミ根 も経年劣化してい るの

で、 防水工事を行なってく ださい。

３． 各棟や自転車置き 場、 ゴミ 置き場の鉄錆は放ｔできるＲほではあり ませんｏ また、各棟の１

階の計器類を設置 している部分にも錆が目をつています。 な白４Ｊ賃貸住宅によ っては１０年箴丿期で

錆止めと塗装の塗り替えを している ところもあり ます。自転車置き場で錆びて天井に穴が聞い

ていると ころ もあるほど（管ミ継台の指摘で穴だけは応急ｒりに塞いでいる）ですから、 屋根郎

分の取り 替えなど早急な工事を求め ます。

これにつ いて も参考ま でに列Ｅする と、 な悦賃貸住宅での鉄郎塗俵。の鎬期 は我々で簗べた

とこ ろ、 大阪府住宅公社＝１０年、 大阪府営＝基本２０年、大阪市営＝２０年、 東大阪＝２０年、 吹日∃＝

鋼製６年　 アル ミ・ ステ ンレ ス１８年、高槻＝鋼製 １０年　 アル ミ２０年 とな って いま す。

４． ２０１３年に締結された「水銀に関する水俣条約」によっ て、 蛍光灯が廃止されＬＥＤを ｑコ心に置

き換えられる ことが決まっていました。 このため、ぬ営往生でも準備に怠り のないと ころ ［吹

日］、東大阪は完了、 高槻も１団地残すのみ、大阪府営と大阪市営は２０２７年度中に完了させる）

は、 共万邦の一斉取替が完了したり 、２０２７年までに完了させる としています。しかし、堺市の

場合は、 故障 した照獸器具の取 り替え程度で、一斉取替は進んでいません。 とこ ろ長寿命計画

では、肖長鼈敬団地は２０２６年から２０３０年で実施するリ スト には入っています （ＰＤＦ　３８Ｐ）。
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故は した照明器具をそのたびの取り 替え るよ り、 一斉に取 り替えた方がコス ト的にも 有利なは

ずが、どうしてせぼがきれたのか、 また蛍光灯の生まと瑰恭入が２０２７年で終了と なり ます。こ

のためミれた場合は余分な蛍光灯を管理祖合で所有保存し なければいけませんが、一斉取替が

遅れた分だけ不利 にな りま す。

また、最亟ニ入居の住戸の場台は台所のジン クの上部に哀置している照明器其はＬＥＤに なっ

てい ます が、 Ｊユ前か らの住やは隹光むのま まです。 この部哘につ いて も堺市の氣担でで きる

だけ早く 取り 替えてく ださ い。

５． 今の段ほでは鼈定白り に簗べたほり ですが、 ２棟での隣の住）ゴと の境界ｔにク ラッ ク（ひび割

れ） が多数見 られます。こ れら 問題の住やは ＲＣ ラー メン構嵬の部哘であり 、柱 ・梁 によ って

構造的には附き性が確保さ れている と一般に は２識さ れていま すが、隣の住やと の回の壁にも

多少なり とも耐莨の役割はある と考えられます（Ｗ獸効来）。 外まの場合と回じよう に打まし

たコ ンク リー トの性能にＷ甌があっ たも のと推察されます。次に大きなｔ震になった場合はそ

のク ラッ クは さら に大 きく なり 、雑壁効果が弱く なり 万能性も あり ます。こ のほかに も襖と枠

のずれな どもあり 、堺市は専ｒ９家によ る該当住やの調をを実施し、必要な対処を実施してくだ

さい。

６． 公道から １棟への入り 口に重厚なｒ９が設置 されてい ます。こ れは設計者のデザイン 的趣向で

建て られたも のと 考え られます が、 この よう な重厚な もの は必要性 を疑いま す。 それ孤上 に気

掛か りな のは巨大な地震に襲われた場合、倒壊して人的物ミ自り被害が大いに懸念さ れます。ご

く稀 とは いえ 、消防車、特に長 さや車高 も大 きな はし ご車が觴た大Ｊに入れ るか も懸念さ れま

す。 現在のも のは撤去 して簡便で質素な もの に変更すべき ですｏ

７． ゴミ 置き場の上部の壁に網状のネッ トが貼られてない空洞部分があ りま す。 ここ から ガラス

が侵入した鳬煢、 生ごみを 食い散ら されるをれも あり ます。ご存知のよ うに氈類では抜き んで

て賢いガ ラス がい った ん侵入で きる とな ると 、多 くの ガラ スを 呼びふんでく るで しょ う。 そう

なる 前に ネッ トを 貼る こと を要望し ます。

８． 大雨が降ると 、廊下が水で濡れた状態に なり ます。こ のと き履物に もよ りま すが、滑って転

倒す る心髱があり ます。数年前 に廊下で転倒 し車椅子 にな った事Ｍ もあ りま す。 高齢者が多く

なっ てい る現状か ら、 転倒防止のため何 らかの滑 り止めを廊下やバルコ ニー に貼 り付けて くだ

さい。ま た、 若いｍ代 も入居し てい るの で、 妊婦の方が転倒すれば流産 とい う事態も あり えま

す。

９． ２棟、３棟の１ｍ住戸のバルコニー は、 洗・物が盗難にな った り、 最ｔは侵入さ れる リス クが

あり 、気候の温暖な時期で も掃 きｍ しタきを施錠 してＭめ切っ ておかな くて はな らず、入居者の

物ミｍＪ心‾き蝪戮をは大きいものがあ ります。 このため、１ほの該当住戸を員が希２すれば復元

■回地で実施 している よう なフ ェン スをａ■すべ きと 考え ます。
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Ｗ情第　　５３　　昜（ミ竄委員会）

堺環濠都市北部丿台【ｘｍＴなみ肖生協議会について

陳　情　者 堺市堺区

志　 凰、　和　子

堺環漲都市ｊヒ部ｔ区町なみ肖生協議会に関 して芭局の議会説明の誤った情報の訂了Ｅを求めます

陳情の肖容

先Ｒ、び１２５日 の堺都心部活性化鶚査特別委員会において、 都市を備部長が各分蒭の鶩祖のとこ

ろで、環濛エ リア の取組に つい て説明さ れた な、 「ま史文化を 活ｍ した まち なみの再生を 回るた

め、 堺濛濛都市二｜ヒ部ｔＲＵＩＴなみ再生協議会に よる啓発活動への支援や、 修景袖前回度によ るｍミｒ家の

外観修景整備など、地域と協働し取組を進めてお ります。 」と現在進行形で発言され、大いに驚き

ました。

また 、こ のこ とは、回 日な回回覧に供さ れていた 「堺都心部活性化■を特ＳＵ委員会説篤甎料」に

も、 なく 回様の文章が掲載 されてい まし た。 違う とこ ろは、た だ、 部Ｋの説明で 「取組を 進め てお

りま す。 」と した とこ ろを 、「旬、組を 進めてい る。 」と 書いてあ ると ころ だけです。

堺環濛都市え部地区ｍＴなみ呉生協議会は、 ２０２３年度末（２０２４年３Ｒ末）を もっ て、 その１０年虱の

活動を終了してお りま す。 しかるに、上記の都市整備部長の説明や、特別委員会説明資料によれ

ば、 堺環濛都市北部地［Ｘ町なみ再生協議会はＥＱ在も存在して啓発活動を行ってお り、 しか も、 堺市

から支援を受けている という畧つた情報が事実の よう にを信さ れており ます。なぜ、 この よう なま

偽の説明をされたのか、理解に苦しみま す。

１０年間協議会の会長 を務めさ せて いた だい たを場か らすれば、協議会が活動を 終了 した と言 つて

いる のに 、なぜ、 まだ支援 されてい るの かと 、住民の方々 に誤解さ れかねな いこ とは 、大変き惑で

す。 即刻、資料な らびに発言を訂ｍ していた だき たい と思いま す。

これまで も、 堺濛濛都市ｊヒ部覧区虱なみ：罵生協議会に 鶚す る疑問の ある 説明 につ いて は、 昨年、

２０２４年６ｙｊ ７日 の建戮委戮会での、南区きｍの小堀議員との質疑にも見られま した。協議会につい

て、 小ミ議員が、 「宍然に この３万 に迅動を終了されると いう こと で、 最終竹が手乳に徭いて鷙鳥

いた しま した 。なぜ活動は終了 されるんでし ょう か。 」と 質回 された事 にた いし て、 当慨の景観室

長は、下Ｒのよう に答弁されま した。

－５３　－



「協議会は設」Ｚ当初から １０年回の予定で活動 しておら れ、 平成２６年度から活動を回始し、令和５

年度が１０年 目と なる こと から 、令和６年３万に回催された臨時総会において活動終了を報告されまし

た。 協議会の活動は終了されま したが、 リＩ き続き当ｔＲにおけるミ史文化を生かした町並み再生の

取組を進めていき ます。Ｕ上です。」

上記の答弁は、協議会が１０年虱の予定で活動し、１０年 目の年度末である令和６年３Ｊモｊ に活動を終了

した率については、事実のとお り答弁されていますが、その決定かまる で、 協議会自 らの意霓、で決

定さ れた かの よう に、 を言 された事は大いに・憾に兎、つてお りま した。

堺濛濛都市え部竟Ｎｍなみ再生協議会は、ま ちなみ再生事業を実施する にあたっ て、 堺市 と協働

する ために設ｌｌされた住Ｒ組織であり 、そのま ちなみ再生事業は、［ｔ域におけるミ史的風致の維

持八び自］上 に関するま律 （歴まま ちづ くり ま） 」に よる 「ぼま自りＸ致維持鸚上牡画」 のなかにイた・

づけ られてお り、 その計画が１０年回なので、・から協議会は１０年で終わる事にな っていま した。

協議会が発足 して１年後に、回丁な み再生事業が始ま っていま すので、 協議会の終了 と再生事業の終

了は１年ずれる事にな りま す。 『が史的風致維持自』上計画」 の第１期が終了した時点で協議会は解散

し、 １年號れて始 まっ た虱なみ再生事業 も、 １年きれて終了し まし た。

現在、「歴史為風致維持向上計画」 は第２期 目に入っ てい ます が、 まち なみ苓生事業 は、 第１期

で現始さ れた事業の最後の１年 を第２期に入れただけで、 Ｒに祖在の第２期 「歴史的風致維持向上計

画」 のなかに、ま ちなみ再生莓業は存在 しません。つまり 、今年度から、当計画に基づく まちなみ

再生事業は存在しません。 現在の［を史自り風致維持自］上計画」 の第２期計画の１０年間においては、

新たに虱なみ再生事業が位置づけられなかったために、その事業を実施するための住民と の協働組

織である協議会も組織されなかった訳です。

ところが、今年度、なぜか１件の上ほ額と考えられる修景費ｍなどを含む予算が計上されており

ますが、 これについては堺市独自で実施 している もので、 ［歴史的風致維持自］上計画」 に基づくも

のではあ りません。ま してや、 現在存在 しない堺環濛都市え部地区ＩＩＩ］‘なみ再生協議会は包。く 関係あ

りま せん。に もかかわ らず、前きし ましたよ うに、堺市当局は、堺環濛都市北部地［‾匹なみ再生協

議会の啓発活動と 現在の修景補助を関係あるかの よう に記載し、現在存在しない協議会の啓発活動

への支援が、 現在 も行なわれているかの よう に説明してい るこ とは、あ るま じき こと であ ると 考え

ます。

なぜ、当局は、このよ うな誤った説明を市Ｒの代表である市議会議員の皆さんにされるのでしょ

うか。前ぶし まし たよ うに １日堺環濛都市お部地区虱なみ肖生協議会の関係者と 致し まし ても 、大変

ぎさです ので、即刻髱止し ていただ くよ うに・望 しま す。

５４
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誨殱第　　５４　　芳（文教委員会）

フＦ登校支援について

陳　情　者 堺市堺区

不登校支援　親の会有も「みく にで話そ」

小　林　春　奈

堺市鶚の万登校児童の居場所づくり に関するお願い

陳情のＦ大ｉｌ容

いつ も堺市民の生活を 支え 、子 ども たち の未来の ため にご尽力 くだ さり 、心 より 感謝申し上げま

す。

不を狡の子どもたちが安心して過ごせる居場所と、支える専任スタ ッツのＥ置を制度として整え

てい ただ きた いです。 あわせて 、フ リー スク ールへの補助金支援も お願いし たく ご蓋絡し まし た。

【豢景と 氛状】

ミ皿小学校では毎年兎ｔ数が増加し、℡られた部屋と人員で増加する不な狡兎への対応を して

くださっています。しかし現状では、保健室 ・通級・ 職員室を 日に よって間借り しており 、落ち着

いて菟ごせる 「決まったを鳬所」がないため、子ども たちにと って大き な氣担になっています。

また、フ リースクールが金銭面で利用しにく い家庭もあり ます。

＜陳情事項ン

１． 不登校紀の専Ｊ４ｊス ペースを作っ てく ださ い。

２． 専ルｊスペースのＷ獸にあたっては、１人あたり の面積や、ス タッ フのｌｉａ・などについて基準

を設 けて くだ さい。

３． 設置に自］け て、 教員やス クー ルサ刄－ター などの配置を拡充 して くだ さい。

４． 物Ｓ的に スペース を確保で きな い学校に つい ては、確保に 向け ての予算上の支援 をしてくだ

さい。

５． フリ ースクール補助金の予算の支援をお願い します。　　　　　　　　　　　　’

【お願い したいミＦｔｌ】

・保健室、通徹、 職員京は 日に よっ て使えず、安定した居場所がない

－５５　－



・え童教増加で教ま不え。 新設の学童室 （午前中）の活ｇ も管魅外で万７罵

・「今日 はどこに行けばいいのか」 を毎回確ｔするこ とが、子ども にと って大き な不安と氣担

・「行く 場所がな い」 とぶ い、 登校をあ きら めて しま う子 もいる

・多 目９り室 はま さも 十哘で、 パー テー ショ ン等で工夫も できる

・曜 日を 固定する こと で「今日 は使える かな ７」 とい う不安を減ら し、 安心 して登校できる

・経済的なミ包でフリ ースクールに通えず、 子どもたちが家で過ごすしかな く、 学ぶ機会を失って

います。 不登校になってから学力が止ま ったままです。学校の支援もな く、 家庭だけで勉強を教

える のは難し い状況です。

【将来に覬け て】

最終的には、 不登校の子どもたち専万ｊルームの設営をめざしています。その第一歩として、 「Ｒ

場所」と 「専任ス タッ フ」 の髱置を堺市の制度と して整え ていただければと 強く 願っ てい ます。

お忙しい中をれ入 りますが、子ども たちが安心して学校にｊｎえる環境づく りのために、 ぜひ前向

きに ご検討いただけま すと 幸いです。

なお、回［大丿容を堺市教育長様にも陳情してお ります。

どう ぞよ ろし くお願い申し上げます。

－５６
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誨熾第　　５５　　昜（・教委戮会）

学校回書館について

陳　情　者　　　堺市え区

学びを広げる学校回書館の会・堺

代表　巽　　　鄂、　子

学校回書館の充実を求めます

陳情の内容

祖在、私 たち をな り巻 く社会は 目ま ぐる しいまさ で変化し てい ます 。ス マホ の多 Ｊ：目、 ＩＣＴへの

依存 と活用、 生成ＡＩの無批判 な使丿目 。萢然学校教育も 、大 きな転換を余儀な くさ れる こと でしょ

う。 しか しどのよ うな 「転換」 であ って も、 学校現場の圭体４生か尊ま され、子 ども たち 一人ひとり

の曁かな学びが実祖するこ とが求め られます。学校回書館は学校のなかの「回書館」 です。学校回

書館は、 子どもたちに読書の機会を保ほ し、 励ま しや喜びを与え、 未知のｔ界の存在を加 らせ、多

扼的な視点を培い、他者への共感を育てます。

私た ち「学びを苡げる 学校回書館の会・ 堺」 は、 ひと り一人の子ど もの育ち と学びを をかにまげ

るた めに、「豊富な資料があっ て、 子ど もや教員 に適切な瓶料を手渡し てい ける 専門 白り な技量を

もっ た学校回書がいて 、七ヽ安 らぐ場で もあ る」 そん な学校回書館の実ＪＭ を隻んでいま す。 ネット

ワー ク化をはかり 、回書館機鼈をよ り一蕷充実さ せる こと もまい、 下呂のこ とを・Ｍ しま すｏ

＜陳情事ｌｉン

１． １校１人専任の学校司書Ｒｔに必要な財政措置を実施 くだ さい。

学校回書覧には、 衷書きあや探究学習、 各社の授業やほ書のある子どもへの援助など教育

活動を支援する専 ［１９むな学校蒿書の髱置が不鳫叺です。

学校回］書の常勤した学校では、子どもが回書館でよ く本を読むよ うになっ たこ と、 筑書宍

社を 使っ た自 主自りな 調べ学習が進 んでいる こと 、授業に 使う 回書資料の準備が行わ れる こと

で、 子ど もの学習活動が広がっ たな ど、 教鴇と学校習丿書の協力で、教育効果が生みｍされて

いま す。

１校１人専任の学校鶚書髱置に 心・な藹政ｍｌを 実施する とと もに 、学校痛書は教職員の一
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員である とい う共 ｌｌＳ解 を深 め、 職員 会議やＷ修への参加を でき る体制づ くり をお ねがいし

ます。現状の倅校百］ 害と 割償 ボラ ンテ ィア の体制を 専ｒＭ生のあ る学校司書に 置き 換え てくだ

さい。そ して、甄面、 交付税措置のある １．３校 に１人学校Ｗｊ害 を小 ・中学校にＥ置し てく ださ

い。

２． 小規模校の回書購入費を見方して下さい。

学校回書館回書整備等５か年計回にあづ く嵬方鶚敢措■「回書資料購入費、 新聞購入費、学

校盲」害髱獸甎、 回害資れ更新Ｒ） の予算化 を促・し 、学校回書館の質白ｍ上を 回っ てく ださ

いｏ　／Ｊヽ規模校において も、 学ぶための基本的な資料が回様に心要です。 現状は格差が大きす

ぎま す。 ぜひ小規模校の回書購入費を見直して下 さい。

各学校回書館に心ず数加害を蔵書してく ださ い。

３　 学校回］害は非ｍ規雇丿目 です。労働環境の抜本自り な改革を して くだ さい。

牛校 冐丿害の職務 は、 学校数回や子 ども の将来と かかわる もの であ り、 哨働環境の抜本白りな

改革を早急にお願いし ます。現在の勤務状況では有給休Ｒはと れま せん。

学校司書 に与 えら れた アカ ウン ト活ｍで きる よう にＩＣＴ研修 して くだ さい。

４　 ＡＩ ｒチ ャッ トＧＰＴ」のｔ連な普・な ど、 情報環境の激変に対応 して、子 ども の情報リ テラ

シーを育てるため、新たな回書資料の拡充を促進して ください。

まず、無れのカー リルを使つて蔵書検索でき る環境をつく って ください。（カー リルは、

全ｍの回書館の蔵書ｊ回報 と貸 しｍ し状菰を 簡単 に検索で きる サー ビス です 。）

５　 支援学校の回書資料の充実を促進してく ださ い。

小・ 中・ 高校の学校回書館に、 読書バリ アフ リー の環境を備・ 充実 して くだ さい。

読書バリ アフ リーに心・な知識と技術を習得した学校回］害の養成をお願い します。

６． 学校回書館支援セ ンタ ーをａ■ して くだ さい。

いま 、学校回書館 は、 読書 セン ター ・学習セ ンタ ー・ 嘔報 セン ター のヨつの機鼈を持つ

「学校回書館」に大き く変わろ うと しています。 市Ｆ大］小中学校で回一の蔵書管ＥＩシステムを

導入 し、 ネッ トワ ーク化を回るべき ですｏ

全校の蔵書を有効利万ｊし 、統計処ミな ど事務の簡素化を はか るた め、 蔵書のデータ ベース

化を 回り 、貸ｉし ・ぶ却手続八 び統計作業等 をぶ連に行え るよ う努める こと を学校現場では

望んでいます。そのために、市Ｆ大丿小中学校をオン ライ ンでつな ぎ、 学校回書館の蔵害がすべ

ての小・ 中慘校で検索でき 、学校虱での 瓶戮の貸 し４１ヤ りが しや すく なる よう に、 ち癆を■え

てく ださ い。 それ らを を括する 学校回書館支援セ ンタ ーを教育委員会の 中に設ミ して くださ

Ｘ／ １．

－５８－
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陳情第　　５６　　号（文教委員会）

図書館行政について

陳　情　者 堺市堂Ｘ

堺市の回書館を考える会

代表　 吉　 日ヨ　 マリ子

「堺市の回書館施策の充実を求めます」

陳情の内容

「堺市の回書館を考え る会」は、堺市の各回書館を拠点と して様々 な迅動を行っ てい るグループ

や市民が集ま り、 １９８２年に結成 した 団体です。堺市の回書館の振興そＲをぼい、 これまで活動 を縦

けて きま した。

ずっ と住み続けたいこの堺市に、赤ちゃんから高齢者まで幅広く堺市民にと って誇れる「加の拠

点」 である回書館の充実と 発展をぼい、 八下のこ とを陳情 し要２します。

＜陳情事項ン

１． 釐料徹の予算を増額してく ださ い。

今、 私たちのまわ りでは書店がどんどんなく なっています。市民が求める本 ・雑誌を書店

で手 に入れる こと がｉ 難に なり 、回書館の役割が大き くな って きて いま す。 しか し、 堺市の

回書館では市Ｒの多様化する資料要求に十哘こたえる には程遠 く、 新刊書はなかなか夥、香が

回つ てこ ず、 い、前庸人を 打ち 勁ら れた雑誌 の：Ｆｌｉ：購入 もま まな りま せん。基本的、専 「¶」的 資料

など を整 えて 、書店で手に 入れるこ とがＳ難 にな って いる 本も 回書館で見る こと がで きる、

とい うの も大勁な こと だと ・い ます 。ま た、 各回書館 に子 ども たち が手 を伸 ばせ ば、 ｆｎ＝りる

こと が芭来る本がある 、と いう のも 大勁です。

先ずは、 早ｔに本 ・雑誌等を購入す る宍村費 を増額し てく ださ い。

２　 ｊＥ規虱書職員を継続白り に採大目 して ください。

鶚書集回の高い専ｒＨ生こそ堺市回書恠の■みです。 そのｌみを維持してい くために、今後

とも 計画 蝎、 継続自り な痛書職員の採鳬をおＷい しま す。 また 、ｉＥ規虱書職員 と族に、 堺市図

書館を支えて くれている、 任期付き 冐丿書職員を含めた非ｍ規職員について、今後と も安心し

－５９　－



てキ ャリ アを積み、誇 りを持っ て働 き続けら れる よう 、待ｊ１改善に努力してく ださ い。

また貸跖、ぶ却カ ウン ター は市民の 回書館への要望をち甌でき る一番犬笥な４所です。ｍ

現職菰に よっ て、 市民のニーズを把握で きる体制 を強化して下 さい。

さら に、 回書館は一番多く の市民が集う 場所であ り、 様々 な殱報が 自ず と集 まっ てきま

す。 これ らの ・｜肖報 は、 回書館活動の活性化だ けで はな く、 をみ よい街を つく るた めにきかす

こと が万能です。 市の他職場と 連携する など、回書館職員 のコ ーディネ ート の力 を生かす活

動に も力 を入れて くだ さい。

３． 新中央回書館の実ｇに市Ｒのを見を十分に反敷Ｔきせてく ださ い。

２０１７年（平縦２９年） ３万 に、 堺市回書館協議会から、「今後の中央回書館のあ り方につい

て」 （答 申） がｍ され まし た。 この答申 を受 けて 、遶書館は必要な氛ををし、市Ｒにせして

も、 パブリッ クコメン トを実ぬ し、 ２０２０年（や加２年）７万に、「中央回書館あ本指針～回書

館サービス機能の鸚上のために～」 をな表しました。

２０２４年３万大数委員会で、 新し い中央回書館 は２０３１年 にオ ープ ンを めざすと いう 目１票がｉさ

れま した。ま た、 庁Ｆりではプロジェク トチームで論議さ れている と聞 きま した。それ。は降の

進票。は 聞かれま せん が、 このチー ムの論議 を市民にな回 して くだ さい。新 中央回書館は、鴉

ＪＩ 者である 市」ミの 回心の商い事業です。 建設 を進める に甄たっ ては、準備の段ほから 、え非

市Ｒの声に耳を・け、 市Ｒのｔ見を反映ｉ来るよ うな り祖んで ください。

４． 回書館は教育委員会の所管を維持してく ださ い。

回書館は教育機関です。生を学習の拠点であ る回書館の働 きは、地域の資料の継承や、人

を育てる 営為 を含み、 永続 白り に悔嵬社会に 資す る活動です。 こう した教育活動 は、 学校教育

と回 様に数鴦委員会の もと で行われるべ きだ と考 えま す。 法のミ念 を草市し 、回書館が兎、悒、

表現の自 包、 加る 白日ＥＩ を守る役魅を十哘に戞矯で きる よう に、 数が■員会所管を維持 して、

市Ｆり全館を直営でミ営してく ださ い。

５． 読書バリ アフ リー計画を策定し、回書館利Ｊ；目 ｉ難者へのサービスを拡大実施 して くだ さい。

読書バリ アフ リ一 法の制定を受 け、 ２０２０年に 国が、２０２１年 には大阪府が読書バリ アフ リー

計画を策定しました。 覧方ら共団体において も計画策定が努力義鳬とさ れていま す。 府Ｘ大Ｊで

は２０２３年に吹Ｅ日市が策定しています。

堺市回書館では誨。書があるために回書館への来館がｉ難な方へ、 回書館資料の無料Ｒを

サー ビス を坡、め たの は良かっ たと ぶい ます が、 在住外ｍ人、 病ＭＥや施設入所者等 、ま た回書

館に行け ない高齢者な ど、 文字活字情報にア クセスｉ難な人は少な くあ りま せん。文字活字

情報ををての 人に匐、ける ため の読書バ リア フリ ー計画を 策定 し、 回書館利 Ｊ４４困 難な 人々 に対

する 回書館サービスを拡大実施 して ください。
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陳情第　　５７　　号（文教委員会）

陳　情　者

学校給食Ｃこついて

堺市南区

新日本婦人の会泉えニュータウ ン支部

事務ミ長　伊　藤　厚　子

子どもたちの健やかな成長を保障する学校給食のために

政府備蓄米の優先供給と予算措置を国に求めてく ださい

陳情のＦ大ｇ容

新日 本婦人の会は、創荳猖、来６２年間 、く らしや平和、 子ど もの しあ わせ、ジ ェン ダ一平等 をめぎ

し、 活動する 国連ＮＧＯの女性団体です 。　 兔識から女性 ・ｍ民の願い をＲ映し た施策を求め、要請

をしてき まし た。 この回も 学校給食台の無償化を求める声を多 くの 自治体に届け、実現していま

す。

昨秋から 米不え、 米価高騰 とな り、 政府備蓄米が放心 されてい ます が、 店頭での米価は依然とし

て記録白り高値が続い てい ます。米価高戮と 米：Ｆ起。は学校給食にも 影響が八 んでいま す。 都道府県の

「学校給食会」への調を（ 日本農業新聞）で は、 「米飯給食の実施回数が減少」 「他の食材の購入

をとぷＬ し、 おかずや デザート の質 と量の低下」 「栄養バ ラン スの男、れた献さ作成がｍ難に」な り、

地産地消 にも 影響を与え、 給食徴の値上げにつながったと の回答も あり ます。

学校給食は教育の一環です。格差が拡大 し、 お米 をは じめ食料呂価格が高騰する なか、子 どもた

ちの健や かな成長 を支 えて いる給食の役割は ます ます高ま って いま す。 学校給食の充実と 安定的な

実施のために、い、下要請 しま す。

＜陳情事ｇｉン

１． 米飯給食の回数を 減ら さな いで くだ さい。学校給食の質と 量を 落と さな いよ う自 ｉ台体と して

努力をし、予算を確保 して ください。

２． 米飯給食Ｊｌｊのお米を確保するために、市として１１に政府備蓄米を４棄先ｒｌり にｍ給するよ う働き

かけ、学校給食の質と 量を 落と さな いよ う予算措置を講じ るよ う求めて くだ さい。
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陳情第　　５８　　号（文教委員会）

陳　情　者

支援学校について

堺市堺［‾旡

堺市力ｌ支援学校保護者有志

束　　　智枝美（百舌鳥支援学校ＰＴＡ 会長）

宮回分校設置と今後の堺市を支援学校について

陳情のｉメｇ容

平素は堺市の特別支援教育・び支Ｒ学校の充実にご尽力いただき、 あり がと うございます。

１学期も 終わ り、 宮獸分校への転籍 ・就学を 本格 自り に決める 時期 に人 つて きま した 。　 ７Ｊ１３０　・　 ３１日

には よう やく 宮回分校に関する保護者説ｌモｊ会 も回催されま したが、 この為期になって宮回分校の教

育活動についての説明を初めて受けるのはあまり にもきすぎます。 障がいのある子の転籍や就学を

考えなく てはならない保護者には、 少な くと も回校の１年以上前にはこの説明は心要です。ま た、

この説明会を障がいのある子を抱え、よ り参加しづらい夏休み中に回催 し、 市教委は一体何を考え

ているのでし ょう か。

宮回ｊヽ校にｊｌ う曼氤生徒のぢ狽、後等デイサービスの利万ｊについて、 ７Ｊｊに よう やく その資戮がＲ

布されま した。しかしながら、 転籍の意自］顎をの締め切 りが頤ｊ ５日 であるこ とか ら、 デイ サー ビス

の事業所を見学一 体験する時間があまり にも 短く 、こ の点において もほがいのある子とその親に全

く寄 り添えていません。

これまで市教委は、宮園分校の珮校準備を誠実かつ蝎確に進めてこ なかったので、障がいのある

子と その保護者はずっ と振り回 され続けてき ました。 宮回分校について、本来であれば完成した校

舎を親子で何度か見学 ・体験を し、 在校生であれば百舌鳥 ・上神谷支援から も宮園小の児童と交流

をし たな かで、前向き に希望を持っ て転籍を 決め るはすが、それが全く でき てい ない こと にち りを

覚え ます。

堺市の障がいがある子ども たちが適止な環境で、 安心 して学校生活を送れる 日はいつ来るので

しょ うか。先 日、 宮回そ校の教育方針が示さ れ、 宮圉分校がめ ざす学校像と して 「安心か ら始ま

り、 生体性が育つ学びの場へ　 教職員と とも に」 と書かれていました。 堺市の支援教ガを受ける子

ども たち とそ の保護者、学校をミ営 して くだ さる 先生方が安心でき 、戔顔に なる環境 を作 って いた
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だけるよ う、 Ｊユ下の１４点をＷ情いた しま す。

＜陳情事席ｉン

１． 宮園分校 について

（１）在校生の希望き択制 について 、前回のＷ情書では「せめ て、 子ど もの成長の節 目に 当たる

鶚学年に なる 年と 中学部に入る 年は宮回分校への転籍 を蕩。べ るよ うに して くだ さい 。」 とお

願い しま した が、 市教委か らの回答は「それぞれの支援学校において児童生徒の個４ に応じ

た支援を安定的に継続する ため には 、それぞれの支援学校にお いて児童生徒 を計画白りに受け

入れ、え童生徒数に適 した施鼈整備や教職狐Ｒ置などを行 うこ とが重要であ ると 考え てお

り、 百舌鳥・ 上神谷両支援学校から支援学校そ校への転籍は、 支援学校分校が回校す る令和

８年度にほ定する こと が望ましいと 考えています。転籍の時期を限定し、それぞれの支援学

校の児童生徒数に適した施設整備や教職鶚Ｒ置な どを行う こと で、 より 良い教育環境を提ま

する こと ができる と考えていま す。 」と の回答で した。

百舌鳥支援は児童生徒数の増加から狭隘化か年４ 悪化 し、 すで にほ界を超え てい ます。そ

して 、来年度八降 も多 くの学年で程胤学級の設置が予想さ れる なか、なぜ転籍を令和８年度

にｍ定す るの でし ょう か。 また 、西浦支援の高等部への支学を見据 え、 子ど もの成長 に煢わ

せ宮園分校へ転籍 をし 、気心の知れた伸虱を作る こと は親子に とっ て、 とて も大切な ことで

す。 少し でも 早く 百舌怠支援の狭隘化を解消する ため にも 、き浦支援の進学 を見据え る点か

らも 「子どもの成長の節目 に当たる高学年になる年と 中学部に入る年は宮園分校への転結を

ミベるよ うに」してく ださい。 教育委員会が１年ごと にそれぞれの支援学校の児童生徒数に

適した施設整備や教職員配置な どを行い、よ り良い教育環境を提供する こと は当然の ことで

す。

（２）百舌鳥支援学校宮園分校への転籍に氛する最終白り な意鸚調査が始ま りま したが、 子ど もが

宮圉分校での見学や体験ができ てい ない なか転籍 をす るか しな いか を決めな ければな らず、

とて も難 しい判断 を１！ら れて いま す。 障がいの特性 もあ るこ とか ら、 本来であ れば完成 した

校舎 を親子で見学 して意向 を決める こと は当然だ と・ いま す。 来年 の２万順 に宮 回分校の校

舎が完成する と聞いていますので、 見学等を して、も し意鸚が変われば、柔軟に対応して欲

しいです。こ のよ うな判きにぎ うＸ犬況 を生みｍ した のは市教委であり 、学級獸置・ 教職員髱

置な どをミ甄に変更を許ぢしないと は言わないでください。

（３）転籍の意鸚調をは９ Ｊミ１５ 日に締め切る との こと です が、 転籍の相談が必要 とな れば１２ｙｊ が意

向提恭の タイ ムリ ミッ トと 聞い てい ます 。９ Ｊ１ ５日 に調をを 締め喝つた後、宮回分校に百舌

、６ ・上キ申芬支Ｒの各学年で何大のえ童生徒が転籍 を希望しているのか、 まだ、宮回分校では

それぞれの学年で合計何人にな るの かを 集計後、 早急に保護者に示 して くだ さい。各学年の
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児童生徒数が１～２才１と なる と学年集団での活動が成をせず、百舌鳥 ・上神谷支援で受けてい

るよ うな個４ の課題にぷじたグループＳ」の集団で学ぶ教育が保障されないので、心ず示 して

くだ さい。ま た、 ５Ｊ９の文教委員 会で は就学相談が始ま った ばか りで まだ推計は苞せな いと

答弁があ りま したが、 一定、就倅う叺談は進んできているのではないかと思いま す。 令加８年

度の宮園分校に入学す る児童生徒数の推計を お示 しく ださ い。

（４）障がい を持つ末就学兄の保護者か らは宮回分校に関 する 情報が人 つて末ず困っ てい ると聞

きます。 特に末就学兄とその保護者は支援学校がどんな所かも わからず、宮回そ校校［ヌ：の子

は宮圉哘校が完成 して いな いの で、 現竟で見学・ 体験がで きて いな いな か就学先 を決めなけ

ればいけません。 既存の学校である百舌鳥・ 上神谷支援に就学する揚合 と宮園分校に就学す

る場合と ではかな り差があ り不平等で、 それは許されない こと だと 児、いま す。 就学は子 ども

の将来を 決め ると ても 大勁な節 目であり 、本来であれば堺市鸚のどの支援学校に就学するに

して も回 じ条件にすべ きで、そ の条件が整っ てい ない なら 、宮 回分校の開校時期 を遅 らせる

か、 準備が整 うま で末翫学えも 支援学校在校生の よう に希望選択緊にすべき です。市教委の

計画性の無さ と懾がいへの理解の不十分さか ら、 就学を決める親子に戮担を■いるこ とは

あってはならないと思います。

（５）準備委戮会や担萢者会議のキで、 宮圉分校現校に向けて準備が進んでいる こと とぶいま

す。 工事の状況等 もＨＰに掲載 して いた だき あり かた くをつて いま す。 一方 で、 現場の先生

力の負ｍが大きく なっ ていないか心Ｒしていると ころです。も ちろん現場の先生方のＳ力な

しに準備作業は進められませんが、 市教委の支援教育まや学校施宣皿、外の方もま援学校の

中を見ていただき 、お品のを注や事務イ午業、ス クールバス編成等、を愾な きよ うに準備を私

き続きお願いいた します。 また、宮園分校の回校準備にあたって視覚支援に心要な掲示物等

の作成にかかる費ｍは支援学校の予算から計上するのではなく 、市教委の費Ｊ４ｌＪ から支ぷ して

ください。それでなく ても百舌、鵯支援学校は修繕に費丿目のかかる学校です。 その点も ごミ解

いた だき たい と思いま す。

（６）新 しく 開校する学校 とい うこ とで、準備委員会等で教育課程の編成等はし てい ただいてい

るとぞいます。しかし来年４万 の開校直後はたく さんの業務が発生して くる とぶいます。先

生方の仕事は子ど もた ちへの教育ですが、それだけで は済 まな いこ とが開校萢初 はた くさん

ある とぶいます。 教材作成や事務処ミ、 前例のない新 しい学校をつ くってい く取 り組み等、

業務は多岐に八ぶと・いま す。 定数法の きま りがある こと は承知していますが、 現校初年度

とい うこ とを十哘考慮 をし た上 で、 人事髱置や予算計上を お願いし ます。

（７）宮園分校Ｎ回！遺ぬの安な確保について、 これまでの陳・｜宍書でも何まかお伝え し、 「安をな

歩行ぢ佻を確保するため、 本市職員が徒歩に より周ｍ遺跡をぷ回し、現地確認を行いまし

た。 リ｜ き縦き、 『堺市■学ぬ交■安をプログラ ム』 （干成２７年１０万策定） にあづき、警察や
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ｔ元 自治会な どの 「１係機関と 連携 し、 」ｎ学路の安全確保に鸚けて取 り組みま す。 」と のこと

でし たｏ 宮回分校囑校が半年後と追っている なか、宮回分校周宍道路の安を確保について、

どのよう な簡策をお考えか具体白りにお示し ください。また教鴦委覧会事務扁は、どの部署と

どの よう な罩をを行な っている のかをお示し ください。

２　 堺市カｌ支援学校の今後の見ｊｌしについて

（１）百舌鳥支援学校 ・上神谷支援学校の狭隘化は宮回分校が回校 して も解消す る見ｊｌ しはあり

ません。 改めてこ の事態を どの よう に受け止めている のかお示 しく ださ いｏ そも そも 哘校の

設置だけでよ かっ たの か、 もし くはやは りフ ルス ペッ クの支援学校整備が必要な のか、今後

の入学者数の推計を算ｍした上で市長と 教育長の答弁を求めま す。 毎回 「現在は宮回分校設

置に注力 して いる ので、そ れＪＪ、懾の こと は令オロ８年鳬ム猖、降で」と 答弁 されてい ますが、 令和８

年は もう すぐやっ てき ます。狭隘化はｔ化し続けてい ます。市 ｌｌ支後学校のあ り方 を虱確に

お示 しく ださ い。

（２）今年度 は百舌鳥 ・上神谷両支後学校と もに 、小学部１年生の学級 に６人ク ラス がで きまし

た。 これ まで学校が入学す る子 ども たち を手厚く して指導 をす るた めに 、５人ク ラス でｊｉｊ目

して きま したが、 教室数年大１から この よう な站応と なり まし た。 心Ｅ していた・り 、子 ども

たち の怪我の教が増加 して いる と聞 きま す。 先生方か らも それに伴 って の対応等で業務が増

えている と聞いていま す。 また保護者と の大笥な コミ ュニケー ショ ンツ ールであ る連絡帳を

書く 嶌笥もま まな らないと のこ とです。 戔後慘校へのニーズの瓶ま りの一力で、 この よう

な弊害も 生ま れて きて いま す。 前回議会のＷ甄害でも 、こ の鶚をに対す る「市教委のぷ１解」

と「市教委が行え る対策」 について お聞 きし まし たが、「見解」に つい ても 「対策」 につい

ても 回答をいただいていま せん。その後 も事態は深刻 さを増すばか りです。 そこ であ らため

て、 この よう な事ｔを市教・と して どの よう に捉えて いる のか見解 とぽ善策 をお示し くださ

い。 また教室数が増やせな いのであれば、教員数を増やす など、手厚く 子ど もた ちを 指導で

きる体制 を整えて くだ さい。も ちろ ん定数法があ るこ とも Ｅほ解し てい ますが、 堺市の努力と

して教獸数の確保に努めて ください。

（３）就学前教育 にお ける特Ｗ攵後教育の推進を おＷいし ます。肓書の多様化し てい く中 で、 攻。

後教育のニー ズも 高ま って いま す。 ／ｊヽ学校・ ／Ｊヽ学部入学を スム ーズ にす るた めに は、 就学前

教育 を大切に して いく 必要があ りま す。 堺市 にお ける 就学前教育に おけ る特別支援教育の実

施状況、 課題と展望をお示 しく ださ い。

（４）支援学校は軽度の児童生徒数がこ の数年増加の一途 を辿って いま す。 イン クルーシ ブ教育

シス テム の中では子ど もや保急急のカボｉ］ に私う形で就学坿臘がｔめ られるよ うに示さ れてい

ます。そ のよ うな 中で愧嵬の小中学校で過ご した いと 願っ てい ても 、学校Ｒが様４な要因で
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受け入れ られない と支Ｒネ校を推す ケー スも 未だにあ るよ うですｏ これは教育を 受け る権利

侵害なのでは ないでし ょう か。 まずは／」ヽ中学校の特別支援教育推進及びイン クルーシ ブ教育

シス テム の趣旨をミ解 した上で就学木目談を進めてい くよ うに市教委か ら管ミ戦への指導をお

願い しま す。

（５）市を支縦学校狭隘化問題を教育委員会事務局を体でｔ識されているのでし ょう か。 また支

Ｒ学校教育を どの よう にと らえ てい らっ しゃ るの でし ょう か。 宮を哘校開校にし ても 、支援

学校の様４な回題が支援教育ほ任せにな っていな いで しょ うか。前回の文教委員会では、教

職員人事部長が百舌、鵯支援学校に来校され、そのこ とを お感 じに なら れた と答弁があり まし

た。 また支援教育課参事は着任後、 百舌あ支援学校で１ミ回滞在し、支援学校教育の実際を

知っ ていただ き、 宮回分校回校に『氛けて準備していただいていま す。 教育委員会事務局の管

ミ職の方ぺ・ には、ぜひ支援学校に来校 して、子 ども たち と一緒に・ご していた だく こと を強

く求めま す。 実際の支援学校教育を知っ ていだだ き、 また狭隘化・ 老朽化問題を より 知って

いた だき たい と思いま す。

３　 給食の提供について

子ど もの を体のミ包か ら給食に とろ みを 加え てい ただ くこ とに つい て、 前回 のＷ愾書でお

伝え し、 「燕下咀嚼に応じ た、 とろ みの対応について は、 個み の児童生徒の状況に応 じた適

勁な形態で提供を する 支援が心要である ため、医師や専門家、 保護者と き携 して実施 しま

す。 とろ みの程度、献立ご との必要性、 摂食堂や早さ 等の具体蝠な対応方法 を十分に把握す

る心要があり ます。」 と回答を いだだき まし た。 その後の進捗状況はど うな っていま すか。

全ｍ ｍＪ には発達段階に合わせて、 形態食の提供が行われてい ると 聞き ます。支援教育課任せ

にす るのでは なく 、学校給食課を含む教育委員会事務局全体で障害のあ る子 ども たち の給食

をど う支援していける かを検討 して くだ さい。

４ｊ 宿泊学習における看護師派遣について

支援教育諜が雇ｇ して いる ＩＸ療的ケア看護職員 を宿泊学習等に派遣で きる 仕組みに してく

ださ い。 現行の制度ではそれができ ず、 Ｍ遣看護師が宿泊行事に帯回す ると 聞い てい ます。

普ａの学校生活で【Ｘ療白ｉＪ ケア に関わっていただいている看護自ｉＴｉの力が、 ・１白７＝１ に参加して

くれるこ とで保護者は安心 して宿泊学習 に参加さ せる こと がで きる と１１い ます。ぜひと も、

愾度改ｉＥをお・いいたします。
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Ｗ情第　　５９　　や（文教委員会）

特別支援教育について

陳　情　者　　　堺市堺ぼ

堺市力ｌ支援学校保護者・ 関係者有志

イ七表　亀　ｍ　 美和子

次期 「堺市教育振興あ本計画」 について

陳情の内容

平素は堺市の教育活動全般、と りわけ特辱』支援教育に対してごミ解ご協力をいただき、 あり がと

うございます。次期「堺市教育振興基本計画」について、 支援学校保護者・ 関係者の力ｌ場よ り意見

を述べさ せて いた だき ます。

今年度末に、 ５年に１度の 「堺市教育振興鴦本計圉」 が策定さ れますが、令加３年～７年の「第３期

未来をつ くる堺教育プラン」の 「特別支援教育」 の徼目の中に、支援学校に関しては、「関連デー

タ」 として支援学級と とも に過去１０年鶚の児童圭徒数推移のグラ フが掲載されたのみで、それＵ、

外、 支援学校については全く言及があり ませんで した。

鮑時から百舌鳥支援学校は、上神谷支援学校 とは追っ て敷地が狭不で梳舎も 老朽化してお り、そ

の上元み特別教まがを備さ れていない学校であったため、 かろ うじて、 専箟の仕様ではない教室を

工夫によ り「特別教室」と して確保されてい ましたが、それさ えも すでに」 くが普・れ室に輯Ｊ４」さ

れている状況でし た。 その よう に、 当肓すで に、 教祖や施霤皿に対する 「・工Ｅ規模」を はる かに

超え、はなはだ「狭ノ」ヽ」「老朽」「過密」「狭隘」状態であったに もかかわらず、「この先子ども

の数が瘋るか ら」 とい う根拠のないミ包で放１された まま でした。

実際には支援学校の児童生徒数は、 令和２年度には百舌鳥 ・上神谷両支援学校のノＪヽ中学部あわせ

て３３７もだったのが、年が格段に増え続け、５年後の今年度は５０１ 才１ とな っていま す。 ５年泓で実に

１６４才１増加、 １．４８７倍になっている事実に驚愕する兎、いです。施設設備の誓っていた上神谷支援学校

さえ も、 特別教室の転ｍ、 さら にＮ£縮学級の設置に追い込ま れ・ ・・ 両支援学校の子どもたちの窮

状は いかばか りか と胸が痛 くな る思 いです。

そんな５年間の状菰の中、 令加４年まよ り「堺市を支援学校保護者有志」でＷ愾書を提ｍ し、 議会

でよ後季校のミ甌を取 り上げていただく よう になった こと で、 よう やく 「堺市七攵援学校狭隘化・
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老朽化問Ｍ解消対策会議」 が設置さ れた こと は、 真つ 暗闇の中 に一筋の光明 を見る・いで した。そ

して 、令和５年６万に市教委か ら、 両支援学校の 『教育環境の改善 と安全の確保 を念頭に』『狭隘化

の抜本白ＩＪ なが応』 とし てｍ された方針が、『小学校の敷地 （校舎） の一部を支援学校分校 として新

たな対応を行いたい』 とい うも ので した。

支援学校保護者・ 関係者と して は、 決して「併設」だから ダメ だと思つているわけではあ りませ

ん。 俳Ｒであ って も施鼈設備が支援学校としての機能 をじ ゅう ぶんに備えていて、それが今後の

「イ ンク ルー シブ教育」に氈かって いく 方鸚性で位置づけ られているのであれば、そ して 「誰 もが

行き たい とぶ うよ うな支援学校」である なら 、い くら かは納得でき ていたか もし れま せん。しか

し実ほに は、 まず校［ヌ：割が嵬域の子 ども たち が行 く学校ではな い、 予算がｍ られていて施設設備が

「支援学校」 とし ての機能を十分備えていな い、 「分校」 なので校長がいな い・ ・・ 「誰 もが行き

たい とＳ うよ うな支援学校」ではな く、 今後に対 して も全 く希望がもて ません。

何よ りも 、令和３年か らの 「基本計画」 の策定の時には何の実態把握も何の計画 もな く、 つまり

「無計画」の まま での突然の、 ２年後の 『新たな対あ』で した 。支援学校の子ど もた ちに は「安

心・ 安全に楽 しく 教育 を受ける 権利」が保障 されてお らず、分校の芭該校区の子 ども たち や保護者

は大きな不安をねえた まま で来年春には入学 ・転学せざる を得ず、 元の学校に残った子ど もたちに

とっ ても 窮状の解消の見込みが全く あり ませ ん。

宮園分校の現校に今最 も注力していただ くのは甄然ですが、こ れま での放置 と無計画を反省して

いただき 、「次期堺市教育振興基本針画」においては支援学校について も心ず、 現状についてｍし

い実態把握と 将来 白り な方鸚性をふまえた上で５年回の計画を具体的に示していただ きたいと 強く要

望して、 次の よう にＷ情いたし ます。

＜陳情事項ン

１． （仮称） 第４期未来を つく る堺教育 プラ ンの 「特別支援数が」 の項 目に おい て、 「新たに迄

加す るこ とを検討する ｜メｉＪ 容」 とし て「支援学校分校の設置」 があ げら れて いま すが、単に「鼈

置し た」 だけでな く、 支援学校の将来的な方［牡生を 踏ま え、 宮園分校設置後の５年間の堺市・

戔：援学校に氛する「あ本計画」について必ず昊収Ｔきれるよ うに・２ しま す。

２． 「第 １回 （仮称） 次期堺市教育振宍基本計画策定懇話会」 の資料「 『第３期未来 を作 る堺数鴦

プロ グラ ム』 の振 りｊＫり 」の 中の 「特回Ｕ支援教育の推進」 の「今後の課題」 とし て（ｐ．４９）、

「支援学校の知見 を活かし て支援学級の教育活動のさ らな る充実を 回る など、校種を越え た連

携等によ り、 数戮の専 ｒｌ性や指導力を高め、幼／ｊヽ中 の勁れめ ない支援を充実さ せる 必要があ

る。 」と の記戮があり まし た。 これについて、今後の堺市の「特別支援教育の推進」 のために

支援学校に期待される役割の聡体的な肖丿容をお聞き したいです。

３． 第１回懇話会の議事録によ ると 、－ある委員 より 、「堺市ではイン クルーシブれ育を どのよう
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に捉え、 取り組まれているのか。全国自刎こ もそろそろ本格白ＩＪ にイ ンク ルーシブ教育の実現に向

かう 時期が來てい る。 こう した教育振興あ本計画のよ うな 文書 にし っか りと 位置づけていかな

ければ、 なか なか実緊の動 きに はつ なが らな い」 とい うｔ要な指摘 とと もに 、堺市の インク

ルー シブ教育の取 り組みや計画についての質問があり ました。

それ に対 して 、第２回 懇話会の 資料 「第 １回 懇話会か ら第２回懇話会ま での取組」の 「第 １回

懇話会意見への対応八び方針」 によ ると 、「今回の教育振興基本計画においては、『インク

ルーシブ教育』については明示的な兄載はしないが、 『共生社会の実現』をめざす『インク

ルー シブ教育 シス テム 』の考え 方にあづ き、 『と もに 学ぶき動』を 支え る多様な学びの場

（ＪＩ常の学級、 ｊｌ級指導教ま、 支Ｒ学級、支援学校） を、 持続自りに充実させている。次期教

育振興基本計回においても、私き続き『特別支援教育の推進』 として、 『イ ンク ルーシブ教

育シ ステ ム』 の構築と その充実 を回 って いく 。」 とい う鸚容の 回答でし た。

次の５年 回、 将来的な 「イ ンク ルー シブ教育」を めざ して 「イ ンク ルー シブ教育 シス テム」

の構築と その充実 を回 って いく 、と いう こと かと ぶわ れま すが、「 イン クル ーシ ブ教鵞シス

テム 」における支援学校の位置づけや取 り組み計画につい て、 具体的にお聞 きし たいです。

４　 「特緊支援教育の推進」においても、「インクルーシブ教育の取り組み」においても、支援

学校の果たす役割は今後さ らに大き くな っていく と・われます。

令和６年度に文科省か ら提起さ れた、特別支援学校と ／Ｊヽ中高等学校のいずれかを一体白り にｊＥ

営する「イン クルーシブな学校ききモデル事業」 の取 り組みにおいて、 横浜市（小中高の特

ＳＵ 支援学校が市 力ｌ）の モデル事業鴨の報告がｍさ れて いま した 。支援学校と 小学校が ともに

市荳であ る自治体なら ではの先進的な取 り組みで、堺市の将来白りな「イン クルーシブ教育」

のあ り方のイ メー ジに通じ るも のと して 、大変興味深いです。

平成２８年に大阪市荳支援学校が府に移管され、 府下で市・の支援学校は堺市だけと なりま

した。移管後の元大Ｒ市・支援学校の状況を 聞く につ け、 次は堺市 も回 じよ うな こと になる

のではないかと危惧していましたが、甄時の日渡教育長、 粟井教育長よ り「義務教育段ほの

支援学校は堺市で」と いう 議会答弁 をい ただ きま した 。そ の後、関教育Ｋも その方針 をほ襲

して いた だいてい るこ とに 感謝 して おり ます。

堺市 は府下で唯一 「支援学校と 小中学校がど ちら も市 カｌ であ る」 とい うこ とが、「特別支

援教育」 「イ ンク ルーシブ教育」の農進にと って、今後と もま すま す重要な意味をも つよう

にな り、 これは堺市の特別支援教育の誇 りあ るが宍も 含め、未来ヘ リ｜ き継いでいく べき 大切

な「財産」である と言えま す。

この先、 教育長交代に よっ て府え移管への方針転換の有無がわから ない、と いう のではな

く、 堺市の「特別支援教育」「 イン クル ーシ ブ教育」 の取 り組みを さら に推進、 を展 させて

いく ため、今後と も堺市で は支援学校が市力ｌで あり 続け るこ とを 、「堺市教育振興基本計
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圉」 の中 に明記し、受け継がれてい くこ とを要望 しま す。

－７４　－
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陳情第　　６０　　号（文教委員会）

放課後施策について

陳　情　者 堺市堺区

大伯のびのびルーム保護者会

会長　木　戸　純　子

のびのびルー ムの充実 につ いて

陳情の肖容

平素は、 堺市の放課後児童健全育成事業にご尽力頂き 、厚 く御礼申 し上げま す。

大喩小学校のびのびルーム （訌下、 大泓のびのびルーム） では、こ こ数年、 毎年魅用人数が１００

佑を鼈え、低学年の利鴇率は特に多いＭ自］ にあ りま す。 子どもがＥ罪にをきらまれる事件がえうけ

られる鸚今で、就労家庭であっ ても なく ても 子ど もの安全な放課後のほ場所 とし て、 のびのびルー

ムが選ばれているのだと感じており ます。

そんな中、今年度に、 大伯のびのびルームを含む堺市の「のびのびルーム・ 堺つ子く らぶ」約４０

校のミ営事業者の競争人才Ｌが実施 され よう とし てい ます。令加５年びＪ、 Ｋ年 にわ たっ て大喩の びの
一

びルームのぶ営事業きとなっていた堺市教塰スポーツ振鶚事業団から（株） セリ オにＩＩ営事業者が

変わ り、 指導員の先生が全て替わり 、新年度の保育は混乱 をき たし てし まい まし た。 再び、こ のよ

うな こと を子 ども たち や保護者にｇ験させた くあ りま せん。

私た ち大仙の びの びルーム保護者会 は、 保護者が安心 して子ど もを 預け るこ とができ るよ う、ま

た子 ども の健全な発達 ・育成のため に、 猖、下の項目 について陳惰いた しま す。

＜陳情事ｇｉン

１． ミ営事業者のを定について

き営事業者が （株）セ リオ に代わっ て３年目 とな りま した。祖をは、苞初の混まもな く落ち

着いたルーム とぷっていま す。 指導員の先生方の努力があって こそだと ぶいます。来年度、

またＸ営事業危が代わって混乱する こと のないよ う、 （株）セ リオが継続してＩＩ営がで きる

よう 鵞、ち計 らい をお願い しま す。

また 、数年ご とにミ営事業者が変わ るか も知 れな いと いう 不安 をなくと いう 競争入手しは、
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学童保育には適してい ません。 継続的な保育を受ける ため に競争入札制度を廃止 して くださ

い。

２． 保育の継続に ついて

どの ｊｉ営事業者がの びの びル ーム をミ営し よう とも 、そ れま で実施し ていた保育Ｆち１容や行

事な どが変わ るこ との ない よう 、堺市で基本白り なこ とを統一 し、 新学期か ら混乱のない よう

にし てく ださ い。 また、新 しいミ営事業者と のリ ｜き 継ぎが十哘に 鵬来るり回を持つ よう にし

てく ださ い。

３． 長期休業 中のを食提供 について

長期休業中ののびのびルー ム利ｇＪ では、朝からお弁もを子どもに持たせて登所とな ります

が、 忙し い朝 に、 毎日 のお弁范作り は働 く保護者 にと って は大変な氣担 とな りま す。 そこ

で、 大仙のびのびルー ム保護者会では、 そんな保ま者のＳＭを かな える べく 、夏休み に１０日

Ｒ度、お弁当業者やｔ域の食ま と提携して希望者にお弁当 を提供す る「注文弁当」を ２０年は

ど取 り組んでいま す。 毎回 １０～２０佑ほどの利丿目者があり ます。お弁当代金のや り取 りは、保

ま者会が行ってお り、 実ぬ前には、 を食鵆に裂嶌を社！つ ていただく聡導員の先生やきき事業

者と 打ち合わせを行っ てい ますが、 注文の受付やお弁もの発注など担甄する保護者に とって

も夕！担のかかる取り組みでもあり ます。

他市では 、長期休業中 のを食提供を 実施 して いる 学童保育があ りま す。 堺市でも 保護者会

主導ではなく 、市の取り組みと して昼食提供をお願い しま す。
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